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には『私達の担先が営々として築きあげてきた貴重な文

化遺産が数多く残されております。秋田県教育委員会では、文

化財保護の立場から開発事業側と協議し、鋭意その保護に努め

ております。

このほど、秋田県農政部によって北秋田郡比内町味噌内地

で進められている農道整備事業に伴い、事前に計画路線内の埋

蔵文化財の分布調査で判明している袖ノ沢遺跡と横沢遺跡の発

堀調査を工事に先立って実施いたしました。

その結果、縄文時代の竪穴住居跡や平安時代の竪穴住居跡な

どが発見されました。

本書は、 ζの発堀調査の成果をまとめたものでありますが、

埋蔵文化財保護への御理解と大館、北秋田地方の郷土の歴史解

明に御活用いただければ幸いです。

最後に、この調査に御協力いただきました秋田県農政部、北秋

農林事務所、比内町教育委員会はじめ関係機関各位、並び

調査及び本書作成に御協力いただきました関係者の方々に厚く

翻礼申しあげます。

昭和63年 3月25日

秋田県教育委員会

教育長斎藤 長



例

1. 本書は、県農政部北秋田農林事務所が昭和59年度から 4カ年継続事業として実施してい

る味噌内地区農免農道整備事業の昭和62年度事業実施;こ ('l~ い、北秋田郡比内町宿内袖/沢

67-3外lこ所在する袖ノ沢遺跡と同町扇!干l字横沢3外lこ所定する横沢遺跡の一部が計図路

線内にかかり消滅することから、記録保存を目的に発掘調査を実施した袖ノ沢遺跡と横沢

遺跡の記録である。

2 . 調査は、秋田県埋蔵文化財センターが袖ノ沢遺跡を昭和62年5月6Flから 5月30日まで、

横沢遺跡を昭和62年5月6丹から 6月30円まで実施した口

3. 水害に掲載した地形図は、国土地理院発行5万分の 1I大館J I大葛J I鷹巣J I米内

沢」と北秋田郡比内町産業課から提供された 2千5百分の 1I比内町都市計画図J (昭和

62年 3月)である。

4 . 遺跡付近の航空写真は、比内 ら民供された昭和61年10月

したものである。

5. 本遺跡の発掘調査@資料整理に際し、次の諸氏から御教示を賜わった。記して謝意を表

する。(敬称略.111員不同)

田村栄(県文化財保護指導員)、 (比内町教育22員会主事)、板橋範芳(大館Icfj企阻室

市史編さん係主任)、 (比内町文化財保護審議委員)、 (鹿角市教育委員会主任)、

(町立沼田病院係長)鎌田健一 c+干111+1 高校教諭)、小林浩到~ (郷土史家)、

6 小畑と桜田が次のように分担した。
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1.縄文時代

第3京まとめのう

桜田 はじめに

遺跡の立地と環境のうち自然的環境

袖ノ沢遺跡、 第 l章から第3

横沢遺跡第2章調査の記録のうち第 2節検出遺構と遺物 2平安時代

第3市 まとめのうち平安時代時期j不明の遺構

遺跡調査の成果と今後の課題



7 . 横沢遺跡の竪穴住居跡と空堀の実測には、シン航空写真株式会社のケーフソレリフティン

グシステムを使用した。また、袖ノ沢遺跡と横沢遺跡、の地形測量と水準測量には岡大館換

協力を得た口

凡 19!J 

1. 竪穴住居跡の柱穴及び柱穴様土坑に付した数字は、竪穴住居跡の場合は、床面からの深

さ、柱穴様土坑の場合はプラン確認面からの深さを表わす。(単位cm)

2聞 各遺構lこ付している りである。

S 1 .一一-竪穴住居跡 S K 1 .一...竪穴遺構 SK…・・・土坑 SKF…・ーフ

ラスコ状土坑 SKT……溝状土坑 SD……空堀@溝状遺構

3“ 遺構実i~Jj図中の遺物 lこRPまたはKRP、及びRNという略記号を付しているが、 RPは遺構粗

掘rll~ζ出土した土器 e 土製品、 KRPはかまど精査Ijlの土器@土製品、 RNは炭化材である。

4 • 遺跡のI.層及び遺物の色調の記載は「新版 標準土色111占J (日卒;色彩研究所)を使用し

たが、色相・明度/彩度の表記を省略したものがある。

5 . j章構実担IJ図中lζ使用したスクリントーン及びシンボjレマークは次の通りである口

麟瀦地山市
地山NJ醤

地山E層 地山V層

tijj湿地山華麗
器土 自然石
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:まじめに

は じめに

発掘調査に至るまで

昭和59年度から県農政部北秋田農林事務所の事業として実施される味噌内地区農免農道整備

(延長約1.6 krn)内に埋蔵文化財が包蔵されている可能性があるとして、

から、県教育長へ埋議文化財調査についての依頼があった。昭和61年4月6日と 9日の2日問、

比内町教育委員会が横沢地内の計画路線の道路取付部分と台地全域を試掘調査(調査者:田村

栄、出島雄蔵)し、 5月15日、 16日の 2日間、県教育庁文化課 富樫泰時学芸主事がその他の

区域の試掘調査を行った。その結果、大岱遺跡(比内町扇田字南大岱19-1外)、横沢遺跡仕ヒ

内町扇田字横沢3外)、袖ノ沢遺跡(比内町宿内袖沢67-3外)の 3遺跡が計画路線内に存在

することが明らかになった口

第 1図味噌内地区農免農道路線位置及び遺跡位置図

昭和61年5月22日付で、 ら文化財保護法第57条の 3の規定により「埋蔵文化財発掘

の通知についてJ (北農 442 )が県教育長あてに提出されたので県教育委員会は、横沢遺跡

と袖ノ沢遺跡の 2力所について 大岱遺跡については遺構等が検出さ



遺跡の立地と環境

れなかったものの、工事着手の際立会調査を実施するよう通知した。[昭和61年6月2日付、

県教育長から県知事あて教文~ 169周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について(通

知))。 北秋田農林事務所では、昭和6]年度事業として袖ノ沢@横沢両遺跡の範囲を接して

起点側と終点側の両方から工事に着工し、大岱遺跡の範問については、

った口残された袖ノ沢遺跡61011仁横沢遺跡、 1，390rrfについては、

し、記録保存することになった口

調査の組織と構成

秋田県教育委員会

小畑 巌 (秋田県埋蔵文化財‘センター

桜田 隆 (秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主任)

総務担当者 加藤 進 (秋田県埋蔵文化財センター主査)

(秋田県埋蔵文化財センター

県農政部北秋田農林事務所 比内

比内 比内田I史編さ

遺跡の立地と環境

自然的環境

秋田県北部中史 る大館盆地は、

比内町役場総務課

A 
仁コ

中新世のグリーン

タフ地域iこ位置する。この構造性の山間盆地と接する回出の山地は、一六断層によって画され

ていて、東よりの山地は海抜500m内外の高度をもち単壮年期の地貌を呈する口西側山地は海

200~ 300 mを早:する口第2図は、遺跡、周辺の地形区分図であるが、図幅の約%の東部

地域は山地、約%の西部の大部分は盆地を形成している。大館盆地を東西に流れる米代川は南

から引火)11、 11を、北からは長;木)11、下内)11を合わせ広く i111積低地をつくっている。それぞ

れのがI問地には、 じ中、下3段の段丘地形が発達し、乙れらの段丘は、半島状ないし紡錘状

lこ束から間ヘ細長く発達している。 遺跡、は、北側米代)11、南側の犀)111こ狭まれた味噌内丘陵地

(n b) と呼ばれる、クサレ礁を含む河成機層を赤黄色ローム層が覆い、一大波浪状面を呈す

る丘陵上に位置する。味噌内丘陵地のうち、遺跡付近は自然営力による大、小規模な開析と、

戦後の開墾とコソレフ場建設により開削されている。袖ノ沢遺跡、は丘陵の縁辺部に位置するが、

横沢遺跡は、自然関析と人為問問IJからとり残されたような残丘地形を呈する。両遺跡の西側の

2 



低地は71<田として利用されている口

山地口丘隣 台地

第2図遺跡蔚辺の地形区分間

fg;地

1 111 地

Ta -)ミLLJ1 LJta. 
Ib 比内LLJJil!.

円照的環I克

Lc 域ヶ森山地
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1e 高台山ill地
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問 TL?地. 1.民地

国a 大長官IIK地
(1 )大館段丘地

(2)長木JII， ド内川低地

(31米代1111丘地
(41主l~1/1. ':I [欠川低地

lllb 十二所先行谷低地
U1c 長木I/IIIJ央存Ili;地
面cl 7c111段jf_地
m(， 小11引11r，:fJ3:l色

第3図遺跡位置と周辺の地形

3 



遺跡の立地と環器

歴史的環境

味噌内地i玄をその中に抱摂する比内町は、米代川流域、犀川流域、ヲi欠川流域の 3つに大別

される。これまで確認されている遺跡を比内町・を中心に概観してみると、米代川流域で46遺跡

犀川流域で16遺跡、ヲi欠)11流域では24遺跡を数える(第4図)

これら80遺跡にのぼるもののうち、先土器時代のものはし 1ずれの流域においてもこれまで確

認されていない口縄文時代早期では、鳶ケ長根底遺跡、鳶ケ長根日7遺跡等3遺跡lこi現られる口

いずれも米代打|流域に集中している口縄文時代前期では、大館市史編さん室が調査を行った上

ノ山遺跡の第一次調査区において長軸が11mを超える大型の竪穴住居跡が検出されている。

昭和62年に秋田県教育委員会が調査を行った上ノ山 I遺跡では沢に廃棄された多量の円筒下

と大型の竪穴住居跡が検出されている。また円筒土器が多量に出土する遺跡、としては、

池内B遺跡が知られている。縄文時代前期末から中期末にかけては、竪穴住居跡20軒のほか多

石製品を検出した本道端遺跡が知られる。縄文時代晩期になると、ヲ!欠)11流域で

遺跡数が増える傾向を示し、寺崎 I.宜遺跡、三ツ森遺跡など9遺跡を数える。弥生時代に入

ると遺跡数が激減し、;藷ケ長根日「遺跡を数えるにすぎない。奈良、平安時代においては米代川

流域で l遺跡、犀川流域で3遺跡、ヨi欠川で l遺跡が知られているが、中世以降急増してくる。

今回調査を行った袖ノ沢遺跡では平安時代の生活の跡が、横沢遺跡では縄文時代早期と中期、

平安時代、ー中世lこ属する遺構、遺物が検出されているので、ここでは同時代の潤辺遺跡を述べ

てみたい。縄文時代早期の遺跡は、先lこ述べたようにすべて米代打!流域に集中し、野沢岱C遺

跡、;龍ケ長根盟遺跡、鳶ケ長杜HV遺跡が知られる。鳶ケ長根盟遺跡では尖底深鉢形土器が、ま

た鳶ケ長根W遺跡は、昭和54年に県教育委員会により調査が行われており、約 5，000点lこもの

ぼる貝殻文土器片が検出されている。縄文時代中期のものとしては、本道端遺跡のほか上ノ山遺

跡の第 l次、第3

石棺状の遺構が確認されている口

e
 

している。桜殿遺跡、では組石

ら中世以降の

ものでは、まず犀川流域の大日堂前遺跡があげられる。同遺跡は、縄文時代中期~晩期lこ営な

まれた複合遺跡であるが、当期においては粘土紐巻 i二げ痕や輪積み痕を明瞭に残した土師器や

底部外面lこ砂粒が付着した土師器が出土している点が注目される。

された横沢遺跡の竪穴住居跡、からも同様の土師器が出土しており、両遺跡の関係に

ついて興味の持たれるところである。大日堂前遺跡の北西側、独結集溶の東側の微高地lとは、

浅利氏の本城であったとされる十狐城が位置する。 ト狐城から見て犀川を隔てた南の段丘 l二に

は中野城と中野八幡台館を望むことができる口犀)11をもう少し下ると、真館と浅利勝頼の築城

とされる長岡城が右岸段丘上に見ることができる。 282号)の整

4 
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歴史的環J克

fアザア、、

備に伴し るため と

出されている。引欠川流域では、上流から細越館(工場用地の整地作業のため消滅)、張り出

し出入口を有する竪穴、柱穴列、焼土遺構等が検出された谷地中館、そして笹舘域があげられ

ア
Q 。

l土、 斗
寸
品
牛小の

その一部に

されたと思われる土壌3

米代}II流域では、

ずあげられる。

7基の土壌と、 3条が検出されている。さらに米代}IIを遡るとLLI舘、十二所城、

どが段丘上lζ連なっている口

第 1喪暁噌内題 i去の遺塁率

遺 跡 名|遺跡の種類

の台遺跡j包含地

内 A 遺跡

代 遺構. :L量物

住居跡、

円筒土器

空堀、火葬墓、井戸など

円高土器

跡
一
跡

落
一
落
筆

集

跡
一
跡
一
跡 縄文中期末の住居跡，19軒、縄文前~

rlJ期の包含層、集石j針語、その他土
坑、地床炉

日出兎 沢 i量
制竜毛岱遺

'7 



遺跡の立地と環壇
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縄文前@中期

平安末~鎌倉

中世

題玄菌思呈玄
i縄文書IJ期、後塑
縄文後期

縄文晩期

中世
縄文中。後@晩期

中世(平安末~鎌倉)

配石遺構

縄文住居跡、平安終末~鎌倉時代住
鼠跡
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抽 f沢遺跡

発掘調 の概要

第 l節 法ム々の

昭和61年5月15日、 168の2日間にわたり、試掘調査を実施し

打設した道路中心杭NO.41+ 10 --No.44 + 10の間の範聞が調査対象区域となった。未伐採の雑

木、伐採木の根、ススキの株と共に表土を重機で除去後、路線の西側に打設されている側杭No.

42とNo.44を結ぶ直線に平行するように東側に約 1m離して基準線を設定した。但IJ杭NO.44の

近くの基準線上に任意の基準点をとり、直交線を設定し、調査対象区域lζ4mx4mの方眼(

グリッド)をつくるように杭を打設した。グリッド杭打設後、グリッド呼称を (x • y)の方

法で表示する関係から、基準交点 (MA.50)を決定し、縦軸方向 (y軸) ~ζ2 桁のアラピア数

字 (43--63)、横軸方向 (x軸)Iこ2文字のアルファベット (LT---MC)を付し、両者の組み合

せでグリッド名としているが、各グリッドは南東隅の杭の (x ~ y)で表示している。グリッド

Y軸はN-28030'---Wを計測する。

2 発掘調査方法

前年度の試掘調査で竪穴住居跡と思われる遺構が検出されていることから、遺物の出土状況

をよく観察し、それが竪穴住民構築時の遺物(構築材)に転用か、位居の廃棄とともに廃棄さ

れた遺物か、住居廃棄後に投棄された遺物かを判断し、 iJtfl関係Jを把握するよう努める。

とし、実被IJの縮尺は、

も含め1Aoとし、かまどは協とした。 J毒物の取り

図にレベル、層位、種類、(器種、部位)を記録して収納した。

それらの土

その

2節調査経過

5月 6日に埋蔵文化財センターから発揺器材を搬入して開始したが、

ため、

より小径の雑木、伐J采木残根、

るを得ず、 5月7日から 9臼までの 3日間、パックホーに

し、 4トン積み夕、ンプトラックで約 :300m離れた排

して、グ 1)，) F)抗の打設を行った。方形

]基 (SKT01)、土坑 l基 (SKOl)、多数

まで運撮した 5月13日にプラン

の竪穴住居跡4軒(S I 0 1 ~S I 04)と

プランを千食出した。 5月14日にプラ

(S I 03、04)叫起り下げを開始した。 S1 03 

2軒

は2基のかまどが構築されて

ハ
υ
ー



~主主 調査の記録

いるが、わずかに残る状況のため新。!日関係は不明であった。前年度北西側にある横沢遺跡の

した田村栄氏が来跡した。 5月15日に竪穴住居跡2軒(S1 位、 02)の掘り下げ

を開始したが、 S1 01竪穴住居跡には、重複している

と名を付したがS1 05のかまどと思われる

ることが半IJ日月した口 S105 

して、 S1 01の床面がつくられ

ていることから、 S105よりも S1 01が新しい。

したところ、竪穴住居跡のプランが現地表下15~20cmで、確認できることがわかったD

居跡は表土と同じ黒褐色土を黄樺色地山面まで掘り込んでつくられており、白色~黄櫨色の浮

石粒塊と黄櫨色の地山粒塊が多量に混入する黒褐色~暗褐色土を埋土としていたため、パック

ホ-1こよる表土除去時には「撹乱jと判断し、掘り下げてしまったので住居壁面の大部分を削平してし

まった。ら月 18日iこは、柱穴様土坑群を半載して土層堆積状況を観察したが、柱痕等全く

出来ないため完掘した。竪穴住民跡は、柱穴、壁溝の精査後、土層堆積状況を実測図化した。

5月22日には、竪穴住居跡、の平面図の作成を開始した。 5月25日には、竪穴住居跡かまどの徴

組実測を開始した。土坑~CSK01)と溝状土坑CSKT01)の掘りTげを開始した。 5月28日には

坑CSK01)と溝状土坑CSKT01)の実測を完了した。 5月四日R.I土、竪穴住居跡の掘り込み面が

きる S1 01、03の掘り込み断面を実測、図化した。遺構の完掘状況、遺跡全景の写真撮

影を行った。 5月30日に実測図面の点検と補足を行い、 。。

第 2 調 む

l節遺跡の

本遺跡は、杉林となっていたが戦後の一時期畑地として耕作していたと伝えられている通り

fうね」がそのまま残っていた。 く良好な状態で、残っているS1 01 

手
t) とS1 03 

上まで5

る。 2層 :3--8 ふ仁-LJ ~、

もつ!日耕作土

し褐灰急を呈

ラザラしており粘性がほとんどない。部分的に堆積するのみ。 3届 :12"-'30cmの層

る。 4層: 3 層を細分した感じであるが、1O~20仰の層厚をもち 3 層よ

る。 5層:1O ~20仰の層厚をもち、下位の地山(黄櫨色粘質火山り掲色味のある

の漸移層である。風化してボロボロしている。 2層は部分的l乙堆積が確認されるにすぎ

ないが、十和田火山起源の降下火山灰であり、遺構の年代推定の指標となる層である。

11 
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袖ーノj尺透跡

第 2節検出遺構と遺物

本遺跡では、 として古代の竪穴住居跡、5軒と柱穴様土坑多数、時期不明の土坑 1

状土坑 1基が、遺物として、古代の土師器、ふいご羽口片が出土した。以下これらの遺構と

物について説明する。(付図)

1 竪穴{主題毒事

(1) S 1 0 1艶穴住居跡(第5図~第7図)

MA52、MB52、53、MC52、53グリッドに検出されたが、表土除去時lζ黒褐色土中に存在する壁体

の大部分を背IJ平してしまったため北東側と北西側の壁面を欠失する。西偶部が調査区域外lζ残

~一一一一--一一、

一段

2m 
水糸レベル81.OOOm (土属関のみ 81.200m) 

第5図 5I01竪穴住居跡実溜図

G 

12 
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第 2主調交の記録

ることがわかっfこ。

してし、る乙

したが、北東，(RIJ510cm、北西側534cm、南東誤!j500cm、

りにかまどが付ー設されており主軸方{立は8-680一一日である。

は、黄撞色粘質火山灰層をよく踏み臨めたものであるがミ

上 lこ貼床している。北隅部担IJで'2.3~6.1仰の段差が認められ、その段差に沿って比較的小径の柱

穴様土坑が検出された。床面が2段となっていたものか、あるいは拡張等のため段差が生じた

ものなのか不明である。柱穴は各隅部と各壁面中央部床面lζ穿たれている。各隅部の柱穴が2

しい白 斗-一品
ーして、{)

。。 tし焼。

る表土 2 :多量の大湯浮石が霜降り状lζ混入す

り状lこ混入し、一部粒塊となっている部位もある灰褐

されている

きた。 1: 観察では7層

る灰褐色土 3 : 

色土で炭化物が混入している 4 : 2 

地山粒塊を混入する黒褐伊十 7 : 

第 6~霊 s 詩?

かまと、のj二三ドを詰IJ平してしまったので、

円形に掘りくぼめたあと

る板状節理の自然石が散見される。かま

じ 5: る 6 

水糸レベノレ80.798m 

1 m 

ヰ
4
F

るのみであるが、かま

と地部lζ{吏用されたと思われ

きた。 1:日月褐

4 :地山粒2 :地山粒塊が多く浪人する

塊が!胞に混入する累補色土 5 :地山粒塊と

のうち 2• 4は袖部構築の際埋め戻し充填土として使用されたと思われる。

と同一レベルであり、熱による地山面の赤変が顕著で=ある。遺物はし 1ずれ

7 

13 



袖ノ沢遺跡

床面上から底部破片 l かまど3

から 2個体分 (RP2 • 8)、左側袖部粘質土中から小破片 (RP7 11)が出土した口

ら破片4個体分 (RP1 • 3 • 4)、右側袖部粘土中

o 10cm 
1 4 …一一一

第7留 5101

1 (RP4) 

翠である。

し、口径:23宥6cm、

りしているが、

る。 2 (RP3)は外面箆出IJりし ア
宅)0

多量の砂傑を混入し、 lこぶし

られる

る円 4 CHP3) 

る

に

す

土

有

胎
を

0

0

7

Q

7

9

 

、

川

一

1
一

七

叫

ハし

d

，，

iJJt

6

ら

で

つ2山
'

?

，

γ
会

/fft¥、
¥

、

日

ト

↑

仁
ト平十品

る。 3 CRPl)は多量の砂擦を混入する

り、[;1す国lζ強い指なでをしている。明褐~渇灰色を

る。外出箆詰IJり、内面は箆なで

しているむ胎土に砂粒を視入し、灰白~にぶい黄撞色を呈するが、外面lこ赤斑が認められる 0

5 も成雨 l乙砂*なが付着し、粘土紐巻上げ痕の認められる翠の底部である。外面箆削り、 f)~面は

箆なでしている。焼成良好で、明褐灰~I乙ぶい樺色を呈する。

(2) S T 0 2竪穴住居跡(第8図)

LT51.52、MA51• 52のグリッドにまたがり検出された。長軸方位がS-650-E、

側344cm、東側304側、南側296仰、西側327cmで台形を呈する平面フ。ランをもっ竪穴住居跡であ

14 



調査の記録第 2~言

る。南側壁中央からやや南東

隅寄りの床面の一部に径約20

cmの薄い焼土堆積が見られた

ここにかまどが付

れていた可能性がある。

プラン確認面から床面までの

深さは北側壁で0--2.7cm、東

ことから、

担IJ壁で1.9--4.4cm、南側壁で

1.2--9.4側、西側壁で0--1 0.1 

。12.1

2.5やk丸一ー一
、司~ 仰をはかるO床面it土地w面を踏I I 

み閉めたものであるが、掘り

下げ時の凹凸が激しく、凹部

には黒褐色土を充填していた。

主柱穴は各壁隅部と中央部に
2m 

水糸レベノレ80.800m

第8図 SI02竪穴住居跡実灘間 穿たれており、西側壁と東南

階部iこ副次的な柱穴が穿たれている口遺物は出土しなかった。

Q
U
 

S 1 0 3竪穴住窟跡(3) 

MA55~57、 MB55，.._町、 MC55 • 56の各グリッドにまたがり、方形プランを呈し、東側壁

されている竪穴住居跡であるD 西側隅部は路線外であることと、立木(に2つのかま

S-67
0

-Eで壁長は東fWJ560cm、北側49しなかった。主軸方位が、杉)の根元である

プラン確認8cm、西側j検出部490側、南側検出部364仰で=ある。西側隅部の土層断面観察では、

している。(オーバーハング)で47----60cmの深さがあるが、

されfこ。

しているため、ザラザ、ラして粘性のほ2 

4 :大る黒掲色十2 とんどなし

2層の褐灰色土と住居跡の先後関係は、一見住居きな黄櫨色地山塊を多く混入する

によるものであり住居跡の方されるが、オーノくーハングによる跡が古いよう

が新い可。

プラン確認面から、床面までの深さは、東側壁で3.1--6.8cm、北側壁で'6.6--8.1側、

西側壁で3.4--7. 9 cm、南側壁で1.5~3.7cmである。床面は地山面を踏み固めたものであるが、

北側壁下方と南側隅部床面は15cm--20cm掘り込み、その土を再び埋め戻し(鮎床)たもので、

と各壁中央部lζ穿たれている。西側壁下を除

15 

他の部分lζ比べて軟弱である。



袖/沢遺跡

水糸レベノレ 80.400m (土層図のみ 80.900m)

第号密$

u 

2m 

…
沼
出
市
内
U
J
E
a
'
a
a
a』
き オく糸レベノレ80.198m 

げl

第10図 5103竪穴住居跡東側かまど実測国

16 



第2苦言 調査の記録

き、深さ 2.0~14.8仰の壁溝が認められる。 2 カ所付設されているかまどのうち東側のかまどは、

構築時に壁講を埋めていることから、西側のかまどより新しいと判断された。西側かまどは住

居構築時i乙付設予定部分の床面を掘り込み、雨袖部を更に長丹形に掘りくぼめている。かまど

の部分の構築土と埋土は4層lこ分層できた。

1 :焼土と炭化物粒を混入する黒褐色土、 2:焼土と炭化物粒を混入する、ン)1/ト質のにぷい

樫色土、 3:灰白色粘土塊、 4:粘土塊と!焼土を漉入するシ jレト質の援色土で忘る。

**レベノレ80.238m 

第11菌 S かまど葉景11~

東側のかまどは、構築予定部分の床面を掘り込んでいるが、壁溝部分とその手前部分は埋め

してかまどの床面としているのが確認された。 i可袖部は長円形あるいは溝状lζ掘り込んでお

り、右側の摺り込み部には芯材として使用したと思われる自然石(角機)を検出した。かまど

5麗

1 :焼土と炭化物を混入する

地山塊を混入する培褐色土 4 : 

する である円

きた。

2 :焼十を混入するシノ川、質のにぶい撞色土 3 : 

きな地山塊を混入するにぷい黄掲色土 5 :地山塊を混入

遺物は、 と、埋め戻し部分、西側かまど2 東側かまど ら五手形土師器、

形土師器、鍋形土師器の破片が出土したが、図化できた

ものは:JTF1 (西側かまどKR P 3)のみである。推定

口径11.2倒、現高4.6cmで、底部を欠失する。再調整されて

おらず、両面ともにぷい黄櫨色を呈する。鍋は巻上げ、痕

を有する口縁部ノト破片で、ある。

第12間 5I03竪穴住居跡出土土器実灘間

17 



袖ノ?)~遺跡

(4) S 1 0 4堅穴住居跡(第13図~第15図)

LT55.56、lVlA55.56の各グリッドにまたがり検出された。方形プランを呈し、南側壁の南東隅部より

にかまどが付設され、南側壁の北東寄ーりに方形の張り出し部をもっ竪穴住居跡である。 北側壁

中央からやや東側iこ溝状の境乱がある。 S -250--Wで、壁長は南側300cm、西側260

側、北側312cm、東但IJ250cmで、ある口プラン確認面から床面までの深さは、南側壁で5.0~ 11. 4 

側、西側壁で2.8'"-'7.1 側、北側壁で1.6~11.2cm、東側壁で9.5---12β仰をはかる。

ー=-<i'
く占 。山内

RP 5 RP 4 lJl l1i RP 2 
Q___ RP3ふ口円辞む
RP 6' -Nf1-l 

RP7 只Pl~ R~14 
~ρv 

もRP8 RPll~~ RP10 》。
RP12 RP13 

71<糸レベル 76.900m

第13函 SIOヰ竪穴性患勝実灘密

床面は、よく踏み回められている。特にかまどの前出がかたし ¥0

深さの壁溝が巡っているが、柱穴は、

出

G 2m 

は 4.2~18.6仰の

行66cmで、イ主居床而より浅く掛りくぼめられている。 層

には検出できなかった。張り出し部は幅78cm、奥

された。

1 :大湯浮石粒と砂粒を多く混入する

山村塊を多く混入するシノレト

2 :地山塊を多く混入する

4 :地山粒を多量に混入する

3 :地

5 : 3 

より小さい地山粒塊を少量混入するシノレト質の黒褐色土 6 :撹乱 7 :かまと、、から流れた赤

褐色粘土である。南側壁の南東隅部寄りに付設されているかまどは、構築予定部分の底面を掘

18 



第 2 章調査の記~.議

りくぼめた後、粘質土で構築している。右袖部は、長円形に掘りくぼめられているのが、左袖

部lこは、対応する掘り込みがない。かまど部分の構築士と埋土は15層lこ分層できた。

水糸レベノレ80.288m 

。
m
 

第14図 SI04竪穴住居跡かまど実測図

1 :地LlJ粒塊を混入する黒色土 2 :炭化材片と地山粒塊を混入する撞色粘土 3 :白色粘

土塊と炭化材を混入する燈色粘土 4 :シjレト質の明褐色粘土 5 : i等質化した撞色粘土 6 

:赤変粘土塊を混入する樺色粘土 7 :白色粘土塊を混入する赤灰色土 8 :焼土、粘土及び

地山塊を混入する桔赤褐色土 9 :粘土塊を混入する暗渇色土 10 :浅黄色粘土 11:地LLI塊

を混入する黒褐色土 12 :粘土塊@地山塊を混入するにぷい褐色土 13 :塊状の灰白色粘土

14 :赤変粘土塊と池山粒塊を混入する暗褐色土 15 :地山粒;塊を混入する桔褐色土である。 7

属と 8届は、構築時iこ、埋め震しのために使われた可能性がある。遺物は、床面からやや浮き

上った状態で出土したものが多い。区i化できた 6点のうち、 1(RPll)は、内面黒急処理され

たよ不形土師器である口推定口径12側、現高4.8cmで、底部を欠損しているが、ロクロ上で成形され

たものである。外面浅黄境色を呈する。

2 (RP15)は、総砂粒を多く混入し、粘土紐巻げ痕が残る整形土師器である口 lこぶい樟色~

る。 3(RP 7 )は、 日出が外lこ大きく張り出す整形土師器の底部破片である。

底外面は出なでされている。灰白色~灰黄褐色を呈する。 4 (KRP 1 )は、かまど右袖粘土中

から出土した護形土Brli器で、あるE 外出l土、強く横方向lとなでているので山凸が激しい。口辺部

面lζ糊状炭化物が付着している。胎土lζ砂粒を多量に浪人している口浅黄櫨色----!ζぶし、黄樫

る。 5 (RP 1 + 3 + 4十 12)は、口径22.4cm、現高23仰の底部を欠失する蜜形こと師器で、

ある口粘土紐巻上げ後、胸部外面を強く横方向になでたあと、下半を箆削りしている。内面には、

19 



おfi/沢遺跡、

縦方向に指頭、の押し引き痕がのこっている口

土経焼成品の破断品である白

る。頭部外面lζ紐らしい圧痕が l個認められる。 6は、床面上から出土した、右撚りの粘

している。 にぷい樟色を

2 

3 

A
G〉

告

用途は不明である。

μ 
4 

10m 

第15密主

(5) s I 0 5竪穴住窟跡(第16図)

五在A52e MB52のグリッドlとまたがり、 して検出した。

-10030'-Wで大部分が8101構築時に削平されているので明確ではないが、

J-

20 

cu 

は南側 260側、



第2主主 調査の記誌

/一一~ 西側 284cm、北側236

cm、東側246cmで、不整

な台形プランを呈する。

床面は踏み囲められて

いる。南東隅部と西側

仁1;，;_-r-Iーが口τ今、t付!_，，'''7 り羽ヨtιL.~ヲ G 

柱穴様土坑をいくつか

検出したが、主柱穴か

どうか明確ではない。

南側暖の中央から、

西隅よりの床面lζ赤変

部分が認められたが、

かまどの火床かどうか

2m 7.k糸レベル 8G.800m 不明である。遺物は、

第16関 5105竪穴性患跡実潤留 護形土師器の胴部d、破

したにとどまる口

2 土坑命;毒状土坑

(1) S K 0 i土坑(第17図)

り

MC44.45のグリッドにまたがり検出された土坑で、ある口 排水路が掘

いたため、プランが確認されたので、

一一一一「

71<糸レベル 81.500m
m 

第17図 SKOl土坑実測図

土層断面凶を作成せずに掘り上げてしまった。長

戦方位N--2T一丘、関口部長話117cm、

下底長径90cm、短径80仰、深さ80--85cmの土坑で

ある。 しなかった。

(2) S K T 0 1 ~葺扶土筑(第18図)

LS52、LT52• 53にまたがりも長軌}J位N-85S

-w、長さ328cm、幅23..._26cmをはかり、プラン確

ら坑!ままでは2β-...32.1cmで、ある。遺物は出

土しなかった。

21 



袖♂!ìJ~遺

@ 
3 柱穴様土坑詳(第19図 e第20図)

45 ライン ~57 ラインまでの間で竪

63カ所検出したが、

のよ章構を推定復原するに歪らなかっ

水糸レベノレ80.700m

第四国 SKT01溝状土坑実測図

Q Q2 

fこO

。14.3
もQ 、10.3 九C47 十MC48

09.3 

。14.6
九B46 九~B47 一!M848

MC50 
。14.4

MC51 MC52 

低
品
百

定百 o8.0 。16.0
も10.8
。9.5 。7.6

。22.7
@12.1 

9.1 。13.6
922.9 

参25.5 母 。 。@12.2 母10.5
MB50 。

む16.1
9.1 

会1<7

。 む4.0 。21.1 16.3 む6.8 12.8 。
2010  3.0Q) 。 14.3.4 

。17.8 。
到

12.50 。1日.6
@8.1 。

11.1 。16.5。 4m 
。10.3

第四国柱穴様土坑群実測図 (1) 
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第20~ 柱穴議土坑実測図

第 3 ま ム」 め

袖/沢遺跡;の 既述のとおり、 してしまうミスを

l基、犯したが、古代の竪穴住居跡、5軒、時代。時期不明の土坑 1

した。 5軒の竪穴住居跡のうちS101とSI03は、{也の 3軒iこ比べて規模が大きし

らし、 も四隅部と され、かまどの付設される

側で、その りである。他方、 SI02• 04 • 05の3軒は、 SI05を!徐し

検出できないこと、 SI04では、かま

が認められる。

りの{立霊にあり、大きな追い

(付図) ると、

SI03と04が対をなすとみることも出来るし、実の/三 e

あるST05を除くと、 SI01と02，

しているとみること

ため明確にできない口 SI01もできる。いずれにしても路線内という

• 03 • 04の3軒の竪穴住居跡埋土には、

包
吋
r町、
} 

田火山起源の降下火山灰である

フラ名では十和田 α) り状lζ出入しており、火山灰との先後関係が問題となってくる。

SI03の土層断面観察で、は大湯浮石の堆積層を掘り込んでいることが確認されていることから、

円

3つム



袖ノ沢遺跡

Lっ り と一緒lこ流入し

たものと判断される。

古代の竪穴往屈跡の出入口が県内で検出され、公表されているのは
(註1) 

検出されたSI002• 003 • 005の3軒の竪穴住居跡のみである。土井遺跡例は、いずれもかまど

に隣接して階段をもち、外部に張り出す出入口で1ある。プラン確認両から床面までの深さにか

かわらず階段をつくる土井遺跡例に比して、本遺跡SI02竪穴住居跡例は若干粗末なっくりのよ

うに見られるが、米代)IU二@中流域では初見であり注目される。このような方形の張り出し部

は、ともすると出入口以外の用途を想定しかねないが、 「住いJの必須条件である出入口との

も積極的に加えるべきであろう。

遺物は、僅少であるため分類等は行l"¥得ないが、 SI04から出!てし
(註2.)

跡第13号竪穴住居跡出土土器群lζ比定できる。

次lこ、 SI05竪穴住居跡から出土した鍋形土師器についてふれてみたい口 8世紀後半に甑形土

師器が消滅したあと、粘土紐の巻上げ痕が残る翠形土師器と軌をーにして、津軽海峡以南@

手県北部北上川上流域と米代川流域以北の地域lζ出現し、形状と整形技法lこ変遷を辿りながら

羽釜 e 内耳土器の出現まで存在する。この甑形から鍋形への変化を、強飯食から姫飯食への変

化、かまどにおける熱効率に対する器形変化等が考えられる。

い器種の 1つである。

しなければならな

訂:1 秋田県教育委員会 『土井遺跡発掘調査報告書』 秋閏県文化財調査報告書第 111集 1984 

(昭和59年)

註 2 a 秋田県教育委員会 「一本杉遺跡J ~東北縦貫自動車道発掘調査報告書:目』 秋田県文

化財調査報告書第99集 1983 (昭和58年)

b 桜田 隆 「鹿角会主j曹に於ける古代土器群の様j‘目(I) ~秋田県埋蔵文化財センター

研究紀要』第2号 1987 (昭和62年)
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横沢遺跡

第 1章発掘調査の概

第 1節調査の方法

南北iこ細長く弓なりになった道路予定部分であるため、基準線を路線に沿って設

定することになった。任意の仮基準点と基準線を設定し、直交線を求め、調査対象区域lこ4m

x4mの方眼(グリッド)をつくるよう杭を打設した。グリッド杭打設後、グリッド呼称を(

x . y)の方法で表示する損保から基準交点 0¥11，[¥50)を決定し、縦軸方向 CY斡)~C 2析のア

ラピア数字 (33----65)、横軸方向 (x紬)1ζ2文字のアルファベット (LO----MN)を付し、両

者の組み合せでグリッド名としているが、各グリッドは南西隅の杭の (x • y)で表示してい

る。グリッドY軸はN-3T--Wを計測する。

つ

トレンチによる は、畑地として利用されほぼ地111面まで耕作が及

んでいる きないと半IJ断されたりまた、 lこ伺I合される

も僅少であったため、パックホーにより耕作土の除去を行うこととした。

遺構の調査は、四分法または二分jまに依った。ただし、遺構の状況によっては、断面観察国

のベノレトをその他に任意に設定するものとした。なお、本遺跡、ではいわゆるフラスコ状上坑を

検出しているが、これらについては、作業の安全と能率を重視して三分j去によって片側を精査

し、平面図を作成した段階で、底部から20cmの高さまで、大きく掘り下げてしまうこととした。

図面による記録と写真による記録の 2つの方法に依った。|前者においては、

断面図、遺物出土状況図、平面図を作成することにして、遺構については縮尺弘、遺構配地図

については1400の縮尺とした。ただし前述の縮尺で不都合な場合には、任意とした。実担IJ方法と

しては水糸で lmxlmの方眼を作っておこなう じ

使用することとした。また、検出遺構数が多くなったことから、 ついて

した口

よる記録については、 きる ーコ ることとし、

断面、遺物出土状況、完掘の状態な とどめることにした。

第 2節調査経過

5月6日から調査を開始した口 A;]Iζよる \残りの~域を

26 



高 1京発掘調査の概要

のり切りパケットをつけたパックホーで表土除去を行った。翌日には、グリッド杭の打設作業

し、プラン縫認作業を進めた。プラン確認作業の結果、平安時代と考えられる方形の竪

穴住居跡、縄文時代と考えられる円形の士坑と、時期不明の溝、土j充、竪穴遺構等があること

がわかった。遺構プラン検出状況の写真撮影を行い、遺構の調査に着手した。調査区北西端に

る方形プランの竪穴住居跡 C8I01) とその周辺にある土坑から調査が行われた口 5月11

1ヨ北鹿新田記者来跡取材。快晴の日が続き、土の乾燥を防ぐため、調査終了時に遺構l乙シート

の被覆をすることにした。 5月12日レベル原点を移動し、 8IOlの土層断面図の作成に着手。 5

月14日県文化財保護指導員の田村栄氏来跡。土坑と思われた円形プランの遺構のうち、これま

したもののほとんどがフラスコ状土坑であることが判明。残りの同種の遺構もフラスコ

と推定きれたため、調査方法寺再-検討したち 5月19日調賓!xーを南北に分断する「くぼみ!

し、 8D02とした。 8I02、8I03の土層観察用ベソレトを除去。 8D02については、当初

比較的浅い溝と思われていたところ、調査を進めるにしたがい、 i福3m最深部 4mの規模を存

する空堀であることが判明した口

まれ、調査は大いに進展した。

6月1日8KI03の床面精査を行った。貯蔵穴と思われる方形の掘り込みと、壁溝を一部検出

カマド等は検出されなかった。したのみで、

6月4R扇 6掌年l足首空80名が見学のため遺跡を訪れた白 LQ53グリッド杭を中心とす

るあたりで、縄文時代の竪穴住居跡が新たに検出され、 8114とする口さら花、フラスコ状土坑

8某、竪穴遺構 l某を横出したc

6月10日から空中写真による遺構実測を平安時代の竪穴住居跡、で実施する D

6月12日LQ57グリッド黒色中に貝殻文を施文した尖底土器の底部破片が出土した。周囲を精

したものの、他の破片、関連する遺構は検出されなかった。

6月16日住居跡カマドの実測に着手するのフラスコ状土坑の土居断面図、平面図の作成も続

6月24日方形の土坑8K06埋土中lこ粉状火山灰が2---3cmの厚さ

れた口白頭LIJ起源白いわゆる苫小牧火山灰と推測された百

して、 6月初日

しているのが観察さ

了LJこc

27 



としては、上位から耕作土、地111の漸移層、

は黄色又は黄櫨色の軽石を含むシラスが主体をなす層と、!灰白

に分けることができる。

この地域に特徴的な大湯浮石が、一部遺構のくぼみに堆積しているのが確認されるだけであ

横沢遺跡、

第 1節遺跡の

第 2章調査の記録

に大日Ijされる。

白色をなす粘土

ったc また、白頭UJ起療のいわゆる苫小牧火山灰が、方形の されたものの

それ以外の地点では検出されなかった。

は、フラスコ状土坑を断面観察のため大きく半裁した際に、観察、以下に掲げる

したものである。

-
一
五
一
理
一

N

V 

1江

I層耕作土

立層黒褐色土層 粒子の粗し

(地山漸移層)

困層明黄褐色土層 多量のシラス土、軽石

IVJ吾黄掻色土層 シラスブロック多量

VJ昔Ik

I VI~ ~~黄吋軽石黒褐山入
第21国基本土麗図

つ~~: 会ふ山子息詰E三 L 、息，1-/..... 
LJ去jJ 'i民μ-I)d'f丹乙J3イそj

1 縄文時代

縄文E寺代の遺構とし 1 1正、 6 フラスコ状土坑25基が検

出されている。また遺物は、縄文時代の所産で、ある前記追構の他iこ平安時代の遺構中から

したものもある口それらについては、遺構外の出土j毒物として把えることとした。

(1) 竪火住居跡

S I 1 4竪穴住居跡(第22図@第23図@図版4)
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第 2 常調査の記;íj;~

本遺構はLQ52.53、LP52.53グリッドにまたがって検出された。 北東側は、台地下を通っている

道関削のi療に半分近くが失われている。杉の根による撹乱が多い台地縁辺部の遺構確認のため

トレンチ調査した際、{主居の壁を掘り抜き、石凶炉が検出されて初めて存在が確認された口

づ/
~/ 

y 
見込

J
9
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h
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、¥句
む¥
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トーィーァ一二/

¥
¥
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77.500m 

2m 

S 1 W詰穴11:1汗跡七草花記
1 黒色|二 黄褐色 i二校生、i註混入 2 黒掲i3+. 徴主!日黄褐色1二位多自;に混入 3 : Il者黄褐色 i二 微納黄褐色目立、

ややf::1'立の黄褐色 u立混入 4 黒色 j二 小粍石粒やや多Itiに混入 5 黒色l:.Jr?i 黄掲Bj~小フ札口ック少!言混入

6 黒褐色 i二 微細黄褐色上位、|弓小ブロック混入 7 茂掲&1二ブロック

第22図 S 114竪穴住居跡実測限

29 



横沢i立E1];

2 

く~ 16ζ)  17 <::> 18 

第23菌 S 114竪穴住居跡出土遺物実測図
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7有2取 調査の記録

平面形は、楕円形と推定される。規模は、推定長j~由 515cm、短制1427 cm を担1] る。地山を20~25

αl!掘り込んで床面としている口床面は東側にやや傾斜している口日芝、満:は検出されなかった。柱

穴は、面倒jの壁際iζ検出されたが、いずれも浅く、 10--....15cmである。それぞれの規模はPlが在

25 x 20cm、pzが径28 22cmを測る。 埋土は、黄褐色土粒と軽石粒を混入する黒色士を主体とす

る。中央部からややi弱点寄りに石田炉が設置されている。 る。西部Hこま

とまって土器1個体分 (RP2...2)が出土したが、出土地点には掘り されなかった。

炉の東側は自1]られており、掘り込み、またはくぼみ等があったものか明確でない。また石囲炉

中とその周辺の床面から焼土や熱変化部分は確認できなかった。出土遺物は縄文土器(1 ~14) 

と石皿 1点(15)、 1点 (18)、掻器 1点 (17)、剥片 3点(うち l点16)である口 1(RP 

1 )は西側の畦際1[.!F.立で出土した深鉢である。器高2:1.4cm，口筏20.6cm、!亙径8cmo無節(Lr)

の縄文を施文しているが、箆状工呉で内外面をなでている。底部はやや上げ底である。日縁部

から胴部上半にかけてa煤が付着している。 2~6 ぺ0は|司一11遺体である口頭部には半裁竹管に

よる連続刺突安IJが、日間部にはLR縄文施文後、沈線が3条 1単位で垂下している。 3e 7 ~ 9は

同一個体で、 LR縄文の上l乙逆U字状の沈線文が施文されている。 11--....14は大型の深鉢の破片と

思われる。

(2) 

S K T 1 5竪穴遺構(第241苅@第25図)

LQ55とLP55の2つのグリッドlこまfこがり検出したが、北東側は農道ij耳目IJ時に丈失している。平面形は円

形ないし、楕円形と推定される。西から北r~í にかけての壁は、ゆるやかに傾斜した後、

る。木根による撹乱を受けているため不明確であるが、このゆるやかな傾斜面は西か

ら束に向かっても傾斜している。出入口としてのスロープとも思われる。

東西方向が288cmをAI]るが床面での規模は、東西方向225cm、南北方向で、253舗をLeJ]る。柱穴、

が跡、等は検出されなかった。哩Lt.は、黄褐色土粒と

また、大湯i浮石屑も観察される。出土遺物は、縄文土器片6点、掻器 l点(7入剥片4点(8 

~11)である。 はアスブァノレトと思われる される。

(3) フラスコ

S K F 0 1フラスコ状土坑

MA60グリッドで検出した。平面プランは楕円形を呈する。断面形は袋の口を少ししめたような

部を有するいわゆるフラスコ形であるが、関口部径に対し浅いため、上下に押し漬された印象

を受ける。 北東側の頚部から服部上半にかけては、埋土の状況から廃棄後に崩諮したものと推

定される。規模は、 [J径204 188cm (推定)、深さ91cm、底極246x 203側、鋭部佳176X132 

cm けり引を測る。埋土は、 5層l乙分屈された。造物は出土しなかった。
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事 2章調育の記録

都l 長駐日
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器等主

第25国 SKI15竪穴遺構出土遺物実湖国

S K F01フラスコ状土坑土!醤誌記
1 黒色 i二 院掲色土段、少誌の軽石をたむ 2 虫色|二 1 !爵よ.り軽石の混入やや多い :3 :黒色 j二 黄褐色+.粒、
純子i粒ほとんど混入せず 4 間色!二 少 i誌の黄禍色土1立、域土tú~、炭化物混入 5 褐色土
6 : ;~I~J品色 iて !:立掲色 tl主少量混入 7 : .!~!~~補色上 6層より貨問色!-，1'立の粒子大きくなる
色|二位、少量の問f卜ブロック混入 9 : rq掲色 j~ 多霊長の6't補色|二位、同大台小ブロヴク混入
褐色!二校を含む 11 :黒掲色!'， 黄褐色 t，トフロック);トオ混入 12:黒色土 しまり良い 13 :黒邑j二 黄掲色 j-.7"
ロック'1.>昌吉む 14 :虫色土 少抵の黄掲色け立、既r'l色1て粒混入 15 :黄色土 16: OiH~褐邑士 やや対立の黄褐
色 LJiL多量の単色土混入 17 :黄褐色 L 縮かい黄渇色対立 fから成る 18 :黒褐色上 細かい黄褐色 j~，粒子ややY
めに混入 19 :黒褐色卜 黄褐色 1'，大フロサク少電混入 20 : "日出色上 6屑十少阜の軽石位

S K F 0 3フラスコ状土坑 (第26[玄1 図版5.図版6)

るSIOlのプラン確認中に、 SIOlとSDOlに挟まれたLT62グリットで検

出した。円形プランを去し、断面はフラスコ

底面のほぼ中央にピットをもっ。規模は、開

る。側壁は、やや外側lこ膨みを有する。

66ω、深さ147cm、 161cmo 

ピットは、上径43:x:39伺、深さ16cm、底径31 27 cmを測る。埋土は、 9嵐広分属された。造

物は出土しなかった口
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S K F 0 4フラスコ状土坑(第26図)

LT57グリッドで検出された。側壁に/l彰らみがあるため、フラスコ形よりつり という形容

がふさわしい。底面はほぼ平坦で中央部にピットが穿たれている。関口部径176x146側、深さ

つつ
又J‘J
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159側、伝性131 127cm、 66cmを測る。底面

?完 2草 ~I~l査の記銭

ピットは、 行主32><31cm、

さ15，9cm、底淫16cmで、ある。土虫土は、 9層lζ分属された。造物は出土しなかった。

S KF04フラスコ:1犬UAj二倍註J己
1 黒色仁 )灰夫向l白討色粘土粒少量混入 2 黒禍色ト 11暗i清青計7褐品色 iけJ粒J主立L、黄褐色j上:二-位i混昆人 3 :黒掲色土 :少PI註主の黄褐C柱立 L一
粒、 多罷の灰白色粘土粒、 同ブブ貝ロ、ツソク j混昆人 4 a : J灰天i白うE往立土 i臼主色粘土フブ、口ツク生少、量混人 4 a : J沃火自色j上二 4 aより

自邑F
つブrロ、刊ヴ‘ソf クf混毘人 5 b 黄樽色 i上 Sâ よ lり')樟色 I-_ti~の混入多く、やや暗 L 、 è調を詫びる 5 ('直惇色土 黒色土11tの

混入多く、 5居中で品も暗い色調を帯びる 6 :黒色土 徴細黄出色混入

SKF05フラスコ状土坑

(第26図@第27図@図版5) 

LR54グリッドで

フラスコ形で、しっかりした

? 
， 

'c，ノ O

し、内湾して底部に

達する。底面はほぼ中央lこピ

ットが穿たれている。規模は、

関口部径141x 128cm、 深さ

194cm、底窪198cm、頭部j歪96

90cmo 底面のピットは、間

日部径44 43cm、深さ12問、

底i壬24cmをiJiiJる。埋土は、 8

4 

論。盛2 

5 

3 

第27図 SKF05フラスコ状土坑出土遺物実灘密

3点、石器2点が出 Lした。日立、深鉢の口縁部で隆帯によされた。遺物は、

され、そのFhはRL縄文を施している。 る。 4e 15はフレ

‘ク

属

る

イ

である。
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SKF067ラスコ状土坑(第28図 e 図肢5

L353グリッドで検出され、東側で3KF25と

7 ) 

している。プラン確認Il与に、 3KF25は確認で・

きなかったので新旧関係は不明である口底 I~Lí はほぼLjJ央 lこピット いる。規模は、開

ι官、深さ 4cm、底径24x 23cmを測る。

u部径129 107cm、深さ167cm、底径152151cm、頚部径63 58cm。底面のヒットは、上経31

7層lζ分層された。遺物は出土しなかった。

SKF07フラスコ状土坑(第26図@図版5・図版6) 

MA51グリッドで検出した。平面形は円形で断面形はフラスコ形であるが、頚部のくびれが弱

い。底面のほぼ中央にピットが穿たれている。規模l土、関口部径98 90cm、深さ86cm、)底径79

35 



横沢遺跡

SKF06 77.400m 

77.400m 

m 

第諸国 SKF06フラスヰ状土坑実測国

S K F06フラスコ状土坑士層註記
1 浅黄援色粘土 2 黒褐色上 黒色 1-を ]7体として、少量の!!iH品色!二位、浅111器包枯土粒混入 3:黒褐色 L
2層+黄掲色土ブロック 4 : i主黄穫色粘質上 設黄陸邑土粒+i浅黄韓色枯 1--つも口、ソク ;) : I天内色砂 少l乏の浅黄霞
色粘土ブ、ロック混入 6 : J)(白色砂 51言より浅黄憧色粘土ブ口、ソク小粒 7 :黒色 L 黄間色上粒少量混入

cm、頚部径65:x:61cmで=ある。底面のピットは、関口部径25 21cm、深さ 9cm、底荏19 15仰を

担1]る。埋土は、 7J麗iこ分属された。遺物は出土しなかった。

S KF07フラスコ状 1):1[上層註記
1 黒色士 黄褐色土*立少量混入 . [主描色土 茂褐色 i小1.、 lelJrJ、ブロックやや351主に混入 3 黄褐色 i二フ口、ゾ
ケ 4 :黒褐色iニ 黄褐色 L*:[~ ぽ (I~t品質トJ混入 凶汀色村i百卜 6 黒色 L 此 i古色仁位、!日'l@ 'j'[~'ÞÍ r_出
入 7 :虫色土 黄掲色土日fの混入ほとんど観察できない

SKF08フラスコ扶土坑

(第29図@第30図@図版 5

@図版7) 

MA50グリッドで検出した。

平面形は円形であるが、関LI

部の中心と底部の巾心iこす、れ 2 

があり、同心円を描かない。

関口部径138 135cm、
第29悶 SKF08フラスコ状土坑出土土器拓影

深さ156cm、底径181:X:180仰、鎖部径120:X:104cmを測る口埋土は、 13層 された。黒色土

のほか、灰白色粘土、黄燈色土を主体とする。造物は、

体と思われる。縄文)京体はLRの異条縄文である。

S K F08フラスコ状土坑土層註記

2点である。 1、 2は、

る。

1 灰白色粘質-l:. 黄褐色粒混入 2 黒色 i二 黄間色j二位、同小ブロック、軽五粒少量混入 3 黒褐色 i二 黄

36 



指 2主主 調査の記諒

褐色イ:粒、|司フロック、前十含色卜ーすす視人 -4 : 1黄買位色 k 少蛍の黒色卜吟J古、軽壬七l、灰白色粘土混入 5 黒褐色 1::.二 多

いが強い

1 

2 

J 

/ 

j 

J ， 
g 

、、
、
¥ 、、
¥ 

ブロック混入
、ノボソしている

6 : J~夫正白色1も枯J山lh1 質卜宇 l内守邑粘 i卜司て一J打村，'，十f
8 暗:古!立:引十佳童色士 J黒尽県t色上f粒立の/混昆入が著しく、 一部分ボソボソしている 9 
l叩o. ，烹児予主、褐色 1::.二 3 r:層語と{ほ王ぽ同じfだだニご、が、 ブロツクがいずれL/Jト、1位立で、ある l 日1:汁H階古

1口コツクi混毘人 1? . ，雲褐色 1-- 黄惰色 !-.N:i毘入 13:黒掲色|て JOJ語よりも黒色の色合

SKF08 SKF09 
77. 300m 

77. 600m 

77. 300m 

。 2m 

第30図 SKF08・09フラスコ状土坑実測凶
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横沢i室N昔、

SKF09フラスコ状土坑(第30図.31隠)

SKF08の北部J2 rnのl'vlA51の杭の下で検出した。平面ま し、断面形はフラスコ形

して深さがないため、jづまりの印象を受ける。 関口 28'て118であるが、仁i

cm、深さ66cm、 163cm、頚部径119 114cmを測る。埋土は、 8層に分層されたが壁体

の崩落と推定される された。出土遺物は、 7点と羊Ij片 2

1点である口 1は、 RP4と した深鉢胸部ト ら底部にかけての 2層

と5α り した。 LRの縄文が底辺部まで施文されている。

4 

く=> 8 ℃フ 9 

10 

第31図 SKF 09フラスコ状土坑出土漬物実測図
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事京調査の記録

S K F09フラスコ状土坑土層註記
1 黒色土 少量の黄褐色L1'立と炭化物を含む 2 黒色土 やや多めの黄褐色土粒、少量の|司小ブロック 3 黒
褐色土 黄褐色目立、微量の焼土粒混入 4 黒掲色土 黄褐色微粒子を多量に合む 5 a : [済策褐色上 多量の位渇

ッ夕、炭化物を含む 5 b : I渚黄褐色土 多量の黄褐色こと粒フロック状に堆積 6 黒褐急土

7 黒褐色 L G層よりさら

S K F 10フラスコ状土坑(第32図 e図版 5.図版7) 

LS55グリッドで検出した。関口部から頚部にかけては、北側を除いて、内側へのテラス

り出しが観察される。側壁はやや膨らんでいる。底面は平坦で、ほぼ中央iこピット

いる。規模は、関口部径125x 118cm、深さ163側、 j底径165x 160cm、頚部径90x 80cmを測る。

底面のピットは、関口部径39x 36cm、深さ15側、底径23cmである。埋土は、 7J欝lζ分属された。

遺物は出土しなかった。

S K F 10フラス
1 黒色土黄褐色粘土粒、伺ブロッ夕、炭粒少量混入 2 黒色土黄撞色ロ

1'fj:褐色シラス 軽石、灰色粘土粒、同フ、、ロック少量混入 4 :黄褐組シラス 3 r詩より
粘性の強いシラスート灰白色粘土ブロック混入 6 :暗掲色シラス やや粘性あり

3 
5 

7 :黒色土暗褐色

S K F 11フラスコ状土坑 e図版5.罰販7) 

MG41グリッドで検出した。 関口部の中心と底部の中心にずれがあり、きれいな同心円を描い

ていない。断面形はフラスコ形であるが、東西方向の土層断面では左右対称ではない。

方にテラス様の段を有するc また底面中央部lζピットが穿たれている。規模は、関口部窪97

79仰、深さ116cm、底径159x 156側、頚部径66>( 56cmを浪IJる。底面のピットは、関口部径38x

36cm、深さ10側、底径29cmを誤!Jる。 属 された。遺物は出土しなかった。
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S K F12フラスコ状土坑 e 図版6) 

IvlF41グリッドで検出した。断面形はフラスコ形であるが、頚部が明確でないSKF0:3のタイ

ブi乙近い。 る|坂りでは、 い。底面のほ iこピット

が穿たれている。規模は、開 67cm、深さ100cm、 153c訟を測る。

ピットの規模は、関口部経20cm、深さ 8cm、底径14cmを測る。埋土は8層lと分層された。遺物

は出土しなかった。

S KF12フラスコ :1犬!:-JÎL+J員~I:記
1 黒色!こ 黄掲g"士校をほとんどftまない φ 2 a 黒色土 黄掲色日立、同小フロッケ、灰白色粘質 1'.1'，]:混入 2 
b 黒色土 黄褐色土粒少量混入 3a 灰白色粘質上 黒色土粒の混入者しい 3b 灰白色粘質土黒色土粧の混
人少なく、灰白i31::.粒、同フロック混入 4 黒掲色上 黒色土粒、灰白色粘質十二粒混入 5a 黒色土 灰白色枯質
土佐少最混入 5b 黒色土 黄褐色土位、 i司ブロック、灰白色粘質ブロック少量混入

S K F13フラスコ状土坑(第32図。第33図)

MF39グリッドで検出した。東南側が撹乱されている。側壁は外側に膨らんでいるが木根のた

め、回凸が著しい。規模は、関口部径165(推定) x 162cm、深さ156cm、肢径231x213側、頚
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77.900m 

77. 100m 

SKFll SKF10 

ε 

日)
77. 300m 

78.800m 

SKF12 

77.900m 

78.000m 

。 2m 

SKF10.......SKF15フラスコ状土坑実測国第32図
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第2主主 調査の記録

(推定) 163c11lを{s)jる。 されたフラスコ状土坑のうち、本土坑の底径が

し、 3.6 ----4.2 nfの底 をもっG 埋土は、 12麗 犬、四

とする。遺物は、口縁部と れぞれ 1 とブレイク l

である。 1は深鉢底部で内面に帯状に煤状炭化物が付着している。 2は、折り返し口

部であるつ

S K F 1日3フラスコj状)犬;仁む坑1:1上二!言醤差J註u
1 : 11吉黄褐色 i上二 多滋の黄掲色iて特寸子土、少E霞士の|同司フブ、ロツクj混毘人 2 :!黄長褐色土フロ、ツソク :1 : 11青黄褐色土 やや多量

の黄掲色土粒、 少土量重の灰白色粘二土1::.二ブ可ロツクJ混昆入 4 黒翠褐色二土上上e 黄樹色士粒粒今子やや多主話鼠己量一に}混担人 5 :暗黄褐色 L二 黄褐
色粒子、同フブマロツクj混昆入 6 : !黒窯褐邑土やや多量の黄掲色土粒子、少量の炭化物混入 7 a 暗黄褐色土 黄褐色土ブ
ロック多量に堆積、黒色土の混入量もかなり多い 7 b :暗黄掲色土 7 a層より黒色土粒の混入少ない 8 :黄援色
土7'ロック 9 :黒色土 少量の黄褐色土粒混入 10:黒褐色士 少量の黄銅色土粒、同ブロック混入 11:暗黄褐
e土 多量の黄銅色土粒、同ブ口ック混入

/I! 

司、 j

ふ占

ζご〉

第33図 SKF137ラスコ状土坑出土遺物実測図

S K F14フラスコ状土坑(第321文]. 図版 6.図版7) 

(¥  

5 

LR52グリッドで検出したり断面はあまり明瞭でないが、口頭部上方にテラス様の段をもっフ

ラスコ形である。規模は、関rl部径149 144cm、深さ112cm、底径132X129C11l、頚部径99x83

仰をiJ[ljる。関口部が底部よりやや大きい口 ]J言lこ分)菖さ

日音黄褐色土l乙大別される。遺物は出土しなかった。

S K F 14フラスコ状土坑十~h~~f;H:，1己
1 a 色士 黄掲色+.粒混入 1 b 虫色1:. 1 aより黄掲色士位多量に混入 2 a 黒褐色 i二 黄褐色土粒、灰

白色粘質 I::.'Þ~式混入 2 h 黒褐色士 !長内色粘賢士少尉混入 2 c 黒掲位 I~ 2 b より I~<I士1i:6駄目e トy浮入のない

3 a 黒掲邑:1: 微細黄褐色士粒混入 3b 黒掲色士 黄褐色 i二粒多量に混入 3 c 
4 灰白色粘質j二 軽石粒を多法に含む 5 暗灰白色j二 灰色粘土粒、
少誌の灰色粘七粒混入
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横沢遺跡

S K F15フラスコ状士坑(第32図@

LR51グリッドで検出した。本土坑の東側にはSK01土坑が位置する。関口部北部jの一部が崩落

している。関口部径と底径がほぼ同じであるが、わずかに内側に張り出した頚部により、フラ

スコ形を保っている。規模は、関口部在175x 162 (推定)cm、深さ105cm、底径172x165倒、

頚部径156x 137 (推定)cmを測る。埋土は、 10層

るが1(RP 2 + 3)は深鉢の底部破片である口

された。 4点、であ

S K F15フラスコ状土坑土層誌記
1 :灰白色粘質土ブロック 2 a 黒色土 黄褐色土粒、炭化物混入 2 b 黒色土 2 aより黄褐色土粒大粒で炭
化物を含む 3 a 黒掲色土黄褐色土粒やや多量混入、少量の炭化物含む 3 b :黒褐色土 多量の黄福色土混入、
炭化物もやや多め 4 :黄褐色土ブ‘ロック 5 :暗黄褐色土 黒色土+黄褐色土ブ、ロソク 6 :黄撞色土黄櫨色土
粒、黄褐色土粒、白色粘土小ブ、ロック混入 7 :黒色土 黄掲色土小フoロックやや多量混入 8 :黒褐色土 灰白色粘
土少量混入

第34国 SKF15フラス

S K F16フラスコ状土坑 @図版6) 

IvrC47グリッドで検出した。断面形l立、 SKF09tζ酷似するフラスコ形を呈するが、

い。規模は、関 85cm、深さ80cm、!長j歪191X190側、

92 82cmを担IJる。埋土は、 された。)宣物は

S 

土佐混入 3 黄控色上
色土粒、黄褐色土粒混入 6 a 黄 p霞色土 黄撞色土粒、同ブロック混入

しなかった。

ヴ夕、反内在粘費

5 哨黄褐色|二黒
6b 黄樟色土黄慢色ブロック土6a層

より少ない 6 c 暗黄撞邑土 6 a層十黛掲色土 7 :暗黄褐色砂質土 8 :黒褐色土 少量の黄褐色土、同ブロ
ック混入 9 :踏襲掲色士 黄褐色ブロック士、黒褐色土特混入

S K F17フラスコ状土坑(第35図 a第36図)

LQ52グリッドで検出した。東側は農道をつくる際に掘削され、 なっている。規模は

関口部径178x127cm、深さ82cm、底径136 87側、頚部径80x 78cmを測る。埋土は上回lζ大湯

と思われる り、 している。

本土坑とSKF18との新旧関係は木根による撹乱のため不明である。出土遺物は、土器底部破片
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第35図 SKF16"""'SKF21 . SKF24フラス1状土坑実測図
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横沢遺跡

l点と胴部破片 1点である。

S K F 18フラスコ状土坑

(第35図)

SKF17!こ近接して、 L-R52 

グリッドで検出した。日月瞭

られず、服部に

くびれをもっビーカー形であ

る口規模は、関口部径238

x 226cm、深さ140c常、底径205

x 163仰を測るD埋土は、 1

1こ分層できたが黄褐l色土粒と

ゐ

6
L

P
 

cm 

炭化物が混入した黒褐色土が主体をなし、壁際l乙黄褐色土を主体とする土が堆積している。

第36国 SKF 17フラスコ状土坑出土土器拓影

S K F17、18フラスコ:1犬土坑土居註記

1 黒色土軽石粒をやや多量に含む、乾燥すると表面は灰範に変化 2 :黒色上 軽石粒を多量に含む、大湯i$七の
二次堆積と思われる 3 a 黒色土 黄褐色土校、少量の|可ノトブロック混入 3 b :黒色土 黒褐色目立の混入が3a 
層より多い 4 :黒褐色士黄褐色土粒、多量の同大ブロック混入 5 :黄褐色土黄栂.色土粒、
入 6 :黒褐色士 黄掲色土ブロック少量混入。木の恨の捷乱を受けたものと推定される 7 : ~ 
ロック少量混入 8 :黒褐色 i二 微小黄褐色土粒やや多量に混入 9 :黒渇色土 黄褐色土粒、同小ブロック混入
10: I雲間色士 多量の黄褐色土粒、やや多量の同大小ブロック混入 11 :培黄褐急十 10層より多量の黄鴇色土粒、同小
ブロック混入 P"黄撞色土ブロック 13 :浅黄撞色粘質土 14 a 黒色土 黄褐色土粒ほとんと1含まない 14 b 
:黒邑土 黄褐色土粒若サニ混入 15 :黒色土 微小黄掲色二仁粒少量混入 16 :黒掲急土 やや大位の黄褐色 i二粒少量混
入 17 :暗黄偶色土 多量の黄褐色 i二十同ブロック十黄掲色砂粒十少量の黒色目立 18 :灰白色粘土フ‘ロック

S K F 197ラスコ状土坑(第35図 e第37図)

i奈さ124cm、 x 169cm、

グリッドで検出された。わずかに頚部が張り出す形状を呈し、間

入する なすが、

と片土文

し、内部をすり消している。

192 183 cm、

159cmを測る。埋土は、 と炭化物粒が湿

している。とする

している。深鉢形土器IJ同部破片(3 )はRL縄文施文後、

SKF‘19フラスコ状 1~坑 i 層註記

1 黒色 1-， 詰褐色士少量混入 2 哨tit褐色 L 黄褐色土佐やや多量に混入、 3 : Il討を間色上 t1:tr詰色 1'，フ♂ロッ
ク、少量の黄掲色土粒混入 4a 黒色上 黄褐色士牧、炭粒混入 4 b 黒褐色土 4a ト灰褐色 IJ'立混入 5 
i官扇褐色土 多l止の貰:拡j色土粒、少量の同小ブロック混入 fi a :'禁掲色士 多病の微細黄褐色 i小町、少量の|司小つ、ロソ
ク混入 6 b 褐色 L 6a層より大祉の茂間色土粒多量に混入 7a 明虫褐色 l二 やや多量の!瓦褐色j二位、黄出
色士村、同ブロック混入 7b 明男褐色士 i夫掲色{二粒若 F混入 7じ : J天褐色上 7d 日月黒褐色上 7al爵と
ほぼ同じだが、灰掲色十:の混入多い 7 c'日)J紫陽色 L 7 b I脅とほぼ同じだが、黄間色f二位の混入多い 7 f : I夫掲
色上 黒色上粒の混入顕著 8a 暗英樹色l二 多i止の員褐色一!こブみロソク、黒褐色 1'，j':i.混入 8b 暗黄褐色土 8a 
l援もり黒色 iて粒の混入多い 8 c : 11吉iJ.~褐色仁 微細長f間色上l'立、黒色十村混人

S K F20フラスコ状土坑(第35図)

LQ56 • 57のグリッドにまたがり検出した。 北東側の一部は、開削されて消滅していた。側壁

lこは、 り、

径167x 139仰、頚部径87 77仰を測る。埋土は、 9層l乙分属されたが、粘質土を含む黄褐色土、

も平坦ではない。規模は、開U部経90 87 cm、深さ 157cm、
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第22Z 謂査の記録

黄櫨色土、 とする。遺物は出土しなかった。
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第盟国 SKF 19フラスコ状土坑出土遺物実測図

底面のピットの規模は、!関口部径28 27側、深さ 7側、底径12cmである。埋土は、 5層lζ分層

S K F 217ラスコ状土坑(第35図)

MB5Oグリッドで検出した。平安時代

のSI08竪穴住居跡構築の際、

北半分が掘り込まれている口住居跡の

掘り込みが本土坑よりも浅いため、底

部については、かろうじて遺存してい

る。断面形は、 こし張るフラス

コ形と思われる。底面のほぼ中央lζピ

ットが穿たれている。規模は、関口部

径65仰(推定)、深さ91C11l、底径 165

>< 135c11l、頭部径76叩(推定)を測る。

できた。 造物は出土しなかった口

、'‘・

3 

S K F21プラス
1 黒色土 少量の軽石校、黄褐色上位混入 2 a 黒褐B士 微小黄褐色士粒多墳に混入 2b 黒褐色土 2a 
縛よりやや粒子の大きい黄褐色土混入 3 黒色士 少誌の黄褐色土枝、同小ブロック混入 4 黒色士 黄褐色二Lを
ほとんど含まない

S K F22フラスコ状土筑(第39国 e 図版6G 図版7) 

LR54グリッドで検出した。南東側にSKF23が近接し る口頭部の張り出しは弱い。底

出ほぼ1-IJ央にピットが穿たれている口規模は、開u部:箆91x 84側、深さ 157側、底径135><131

cm、頚部径76 71仰を測る口底面のピットの規模は、関口部径26x 25cm、深さ 4C11l、底径16>< 

された。 遺物は出土しなかった口

S K F22プラス
1 黒掲色 l~. 黄間色土粒、灰黄色土杭混入 2a 灰黄色 i二
灰白色粘土フロック、!天黄色土フロック混入 3a 黄障担土
a屑十黒色土多量に混入 ，1 :黒褐色上 1 !言+J天黄色土粒(多量)
色土

S K F237ラスコ状土坑(第39[濁@図版6・図版7) 

SKF22の南東に近接して、 LR53グ1)ッドで検出した。底面ほぼ中央にピットが穿たれている。

14cmで、ある口堰土は、 8層

られる 2b 灰黄色土
3b 暗黄撞色…上 3 

5 浅黄色-1二 哉撞色土粒少量混入 6 黒

規模は、深さを除いてSKF22iこ近似し、関口部経100x邸側、深さ141側、底窪129 143側、

頚部径85><65仰を損IJる。底面のピットの規模は、関口部経30><28cm、深さ 5cm、底径16x 13叩

である。埋土は、 8層 され、 とする。遺物は しなかった。

S K F 23フラス
1 黒色士 黄褐色土粒やや多量に混入 2a 黒色土
り黄褐色土小ブロック多量に混入 3a 黒色土

ロック少最混入 2b 
灰樹色土粒混入 3b 

2 a I麗よ
多量の灰街
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色上粒混入 3c 黒褐急仁 氏依j色上粒の/昆人3b属より減少するが、|司フロック少量泌人 3d 黒雨色 iょ 以褐
色土粒、同ブロック土の混入3c層より増大 4 :黄檀色土ブロック

S K F24フラスコ状土坑(第35図穆図版 4)

LS56 e 57グリッドで検出した。上半部が撹舌Lを受けて欠失している。断面形は頚部の張り出し

が弱いフラスコ形と推定される。規模は、関口部掻150cm

cmをiJVJる。埋土は、 9麗iこ分層され、粘質土の混入し

を含む培黄褐色土が観察される。遺物は出土しなかった。

S K F24フラス
1 a 黒色二仁 少量の黄掲色土混入 1 b 黒色土

黄褐色土小ブロック混入 ld 黒色土 灰白色粘質土少量混入 1 e 
2a 黒褐色土 少量の黄褐色土粒、やや多めの同大小ブロック混入
混入 2 c 暗黄恕色土 2h層より混入、最減少 2d 暗黄拐色土

S K F25フラスコ状土坑(第38図@第39図)

、深さ126cm、底径135><133

とし、壁際にブロック土

SKF16の東側lζ近接して、 LS53、LR53グリッドで検出した。本土坑は周囲の土との乾燥状態

が異なったことから、調査終了間際iζ確認された。断面形は、頚部の張り出しが弱い、フラス

コ形を呈する。規模は、関口部径158x 126cm、深さ75側、底径100><91cm、頚部在118x 108 

cmを測る。埋土は、 7J蓄に分麗されたが、黄褐色土粒混入黒色土と暗黄褐色土が主体をなすG

出土遺物は、縄文土器片2点とすり石l点である。 u土、地文iζRL縄文を施し、 2条の隆帯を平

行に貼り付けている G

S KF25フラスコ:1犬十):J't:I二層註記
1 鼓褐色土 カクランを受けている不自誌な層 2a 黒邑土 黄掲色土粒、伺IJ、ブロック土やや多量に混入 2 
b 紫色土 2a層より黄福色土粒、同小フロック多目 3 :黄褐色土フロック ，1 : J天オ 1)ーブ色土 5 :明黄掲
色 L 明黄掲色ブロック混入 6 :培黄褐色上 黄掲住土材、同小フロソク i二混入

3 

。 5cm 

第諸国 SKF25フラスコ状土坑出土遺物実測菌
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第39図
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SKF23 
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77.400m 

77.500m 
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調査の記銭

SKF23 

77.400m 

d~まう丘一2c

SKF25 

SKF22・23. 25・26フラスコ状土坑実測図
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情沢遺跡

S K F26フラスコ状土筑

(第39図@ 4 ) 

MC47. MD47グリッドにまたがり検出した。

平安時代のSI13樫穴住居跡が、本土坑南側の一

部を掘り込んで構築している。関口部の南西側

は、崩落してややいびつな平面形を呈して

いる。また、断面形も口頭部が崩落しているが、

SKF09と同形のフラスコ形であったと思われる。

規模は、関口部径70叩(推定)、深さ58cm、底

十
1
i

??cm  径113>< 99cmを測る。埋土は、 9J蓄に分属され黄

褐色土粒の混入する黒色系の土を主体とし、壁 第40図 SKF26フラスコ状土坑出土土器拓影

際l乙黄褐色系の土が堆積している。出土遺物は、縄文土器片 1点である。

S KF26フラスコ状土坑十.層討:記
黄掲色土校、少量の炭化物混入 1 b 黒掲色土 微細 Êi~褐色土粒の混入が 1 a層より多く 1 a屑
2a 黒色土 黄間色土粒少量混入 2 b :!茶色上黄褐邑土粒の混入 2a層より減少 2c 

2 a層より黄褐邑土粒の混入が多い 2d 黒色土 21国中黄褐色土粒の混入最も多い 3 a 暗s'ti'M色土
多量の黄掲色土粒、若干の同ブ守口ック混入 3 b 暗黄悩色土 3 a層よりも黄褐色土フロヴク多量に混入

S K01土坑(第41図 e

LR51グリッドで、 SKF15の東側 して検出した。平面形は、構内:ff5を呈する。規模は、

黄褐色土粒が混入する黒色土でおる。遺物は、

関口部径142 120cm、深さ35cm、庭、径134 109cmを測る。底面には若干の凹凸がある。埋土は、

n 
0 

の頂部からつり輪状iこした粘土紐を貼り付け垂下させ、口縁部では沈線を巡らせている。

しており、 1は、波状υ

第41図 SKOl土坑出土土器拓影

48 
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第2章調査の記録

一

77. OOOm 78. 200m 

一一~ r一一
\ー~ SKOl 

SK03 

76. 200m 

78.000m 

SK04 

SK07 

「一
一ーへu二ニミ/ 側 8

第42図 SK01，....，SK04、SK07、SK08土坑実測図
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横沢遺跡

S K02土坑(第42図)

MA59グリッドで手金出した。 円形を皇し、断面形はビーカー形であるが、いずれの壁

面も大小の凹凸が観察される。これは本土坑を掘り下げる持に用いた工具の痕跡というよりはち

使用中、又は廃棄後の剥落と推定される。

ブロック

関口部径168 163cm、深さ160仰、底径117

黄褐色土小

向ブしたものと思われる

>< 1l4cmを測る。 中

A
C

力
N
7
Q
 
1
 

・
吋
A
1

中
パ
」

ロック等の堆積が観察される。遺物は出土しなかった。

S K02土坑土層註記
1 黒色土 若干ーの黄掲E3土粒、軽石を含む
色土

黒色土

ない

ロック混入、軽石粒

6層よりさらに多量の黄褐色

調査区南端近くのMH34 35グリッドで検出したの平面形は

円形で、すり鉢形の断面形を呈する己規摸は、関口吉区径265

x 246cm、深さ 115cm、底径46x26c況をi~IJる埋土は、 8 麗 lと分

ハハ川一同
層された。 l土、 2点である。 5cm 

S K03土坑土層註記
1 :;黒色七黄掲色村子を少:最古む 2a:;茶色上少量の黄掲色佐子
炭化物を含む 2b 黒色土 や?号の黄褐色紋子、少量の刷、ブロ 第43関
ソク混入 2 c 黒掲色上 ブロ ιソ yを凸まない黄褐色七粒子混入 3 
:黒掲色土 やや大きめの黄褐色上粒 j亡、少雨の度化物混入 4 暗黄楊
色土 多量;の茂樹色土位、同大小ブロック混入 5 黒掲B1-. 乾褐色 1--
大ブロック混入

S K04土筑

調査区南端のMH33、Iv1K33グリッドで検出した口平面形は、円形を呈する。

x 269側、保さ158倒、 236cmを損IJる。ほ り

部

印
口

は

関

に
辛一
戸畑一ニ

ザ

h
v

凸が見られる。埋土は、 15層 と問ブロック 土色種苗一

を主体とする口出土遺物は、縄文土器 11団体である。口縁は波状を呈し、波項部下lこ穿孔して

いる。穿子しは、担IJからなされている。口縁部と腕部は半裁竹管の押し引きと沈線により区四

され、制部はLR縄文を施文後、沈線で文様が描かれる。口縁部の文様は、

断面が円形の工呉による刺突と思われる痕跡、も観察される口

ほか、

SK 
1 黒褐色土
問小ブロック土やや多量に混入 4a 
黄褐色土粒 4 c 黒褐色土 4b層にさらに微畑茂樹色 i二粒混入 4d 
クの混入が減少 5a 暗黄掲色土 黄褐色土ブロック(大・小)混入。 5

50 



調査の記録

6 
9 

.'$;2章

同ブロック混入 5 : 11吉荒褐色J~_ 5 b .1器よりやや色土の混人多め
7 褐色土 色調はやや暗い 8 :褐色名li質 I~- 色調は 71百より明るい

&主権色ブロックやや多量に混入 10 :員境色硬覧 L 成分は 61習に近い

司‘、‘
1
1
Z
1
‘‘、
1
1
‘‘1
1
‘

/
r
i
¥
 

lOcm G 

SK04土坑出土土器実測図第44図

している部合の規模は、

• Ig]版4)

は平安時代のSI07堅穴

住居跡、の構築時に失われてい

る。

LT53グリッドで検出した口

S K07土坑

(第42図 a

112 x89cm、深さ28開

G 側、底径98 74cmを測る口埋

土は、

SK07土坑出土土器実郡鹿第45国炭化物粒を含む黒掲色土であ

S字状の1は口縁部文様帯lζLR縄文を施文した後、る。浅鉢形土器破片と自然石が出土した。

4
1
i
 

p
h
u
 

さらに横位に沈線を巡らせている。内外面ともよく研磨されている。

S K07土坑土居~!:記
1 黒褐色土 少量のローム粒子、焼二i二粒と炭化物混入。

沈線を垂下させ、



横沢遺跡

S K08土坑(第42国@図版4)

MB51グリッドで検出した。上半部は平安時代のSI08竪穴住居跡構築時に失われている。平面形

は円形を呈する。遺存部分の規模ii、関口部在132x120cm、深さ21仰、底径116 114 cmを出IJ

る。埋土l土、軽石を含む黄樟色土である。遺物は出土しなかった。

S K 08~t坑土層誌記
1 黄J慢色土 ややしまりに欠け、 ij窪行を含む

(4) 遺構外出土遺物

遺構外から した遺物としては、縄文土器片、土製品、石器@石器剥片などである。縄文

土器片は90点以上出土したが、地文のみのものが大部分を占め、何らかの文様を有するものは

10数点を数えるのみである。土製品としては、板状土偶の胸部片 1点。

6点出土しており、回石 1点が含まれる。

縄文土器片

出土地点は、 LS56e 58、LQ56• 57、LT53、LR51の各グリッドである口これらを第 1類から

第10類に分類した。第 1類から第 5類までは、時期が特定されるものまたは文様を有するもの

とし、第6類から第9類は、無文または地文のみのもので、主なものを取りあげた。第10類は、

底部資料とした口

第I類(第46図1) 

縄文時代早期の土器を本類とした。 1は、 LQ57グリッド内の黒色土中から出土した。尖底部

は乳頭状を呈しており、貝殻腹縁文が押圧施文されている口外面は J寧なナデにより平滑に調

されているが、内面はやや粗い調整で凹凸が著しい。胎土には、 と砂粒が混入してい

る口 9.4 c沼、 1.5 --2 cm、尖底部の厚さ 4.6仰を損IJる。

2類(第46図2• 3) 

隆線または沈線lこより

われる。

どの文様が描かれるものであるD 大木8b式lこ比定されると思

3類(第46図4~ 9) 

沈線により直線または曲線を描くものである。 5--7は地文iこLの搬糸文が施されており、

煤が付着している。

4類(第46図10)

細し 1沈線lとより口縁部文様帯が構成されるもので、十腰内 I式lζ含まれると盟、われる。

第5類(第46図11)

沈線と束IJ突文により文様が構成されるものである。東IJ突文は、棒状工具により押し引きの手

法で施文されている口 11は大きな突起の両側に粘土を貼り付けてこ又状の小突起とし、そこか

ら2
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選溝外出土遺物実測図 (1) 

ら沈線を孤状iζ描き、それに沿って京IJ突文が施されている。さら

円ハハハハハハ
w-m山

~1; 2京調査の記録

5盛時l
3 4 

巴上ごク
21 

させている。

ら同様の京IJ突文を

第 6 類(第46図 12 、 13) 条痕文を施文するものである。第 7 類(第46図14~17) 撚糸文を施

文するものである。第8類(第46図18)巽条縄文を施文するものである口第9類(第46図19、

20) RLの縄文を施文するものである。第10類(第46図21、22)底部資料を一括した。 21は台付
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横沢遺跡

。。
鉢の高台部分で下部に 1条の沈線が巡る。 22は、笹の葉と思とわれる葉脈痕が観察され

土製品(第46図23.図版8)

板状土偶 1点である口出土地点は、 MB51グリッド内平安時代の竪穴往時跡 (SI08)の床面

である。住居埋没過程で紛れ込んだものであろうか。頭部、両腕、両足が欠失しており、

部分は服部のみで板状である。最大長11.7棚、最大幅10.4印、最大厚 2.4cmをiJlJJる。胸部に粘

土を貼り付けて乳房を表現しているほか、全体を沈線と棒状の工呉による点列刺突で飾ってい

る。沈線は、首から胸部にかけて直線的に号|かれ、胸部から腹部にかけては曲線的に引かれて

いる。点列の刺突は、首の前面と肩にかけて、そして胸部の左右の乳房のやや上方の沈線で区

唖された所から腰部にかけて、さらに擦の下か られる口

背骨に沿って l条の沈線がヲiかれ、左の肩甲骨の下あたりから腰部にかけて 2条の弧状の沈線

については、言筋から

メ，

C三コ
A叫
A

k
d
 

2 

てご二二三〉

〈二二二二〉

第47図遺構外出土遺物実測函 (2)

1
4
 

4 

5 

。 5cm 



;~~章調査の記録

が引かれ、その間を列刺突で、埋めている。束Ij突は首筋から肩口に 2JIJの弧状に穿たれ、さら

甲骨から右の肩甲骨のあたりに向かつて背骨lこ直うとするように穿たれている。沈線の

断面は、 I-U J手形を呈している。束Ij突のほうは、捧iた]ー呉を用いて押し引きの手法で点亨iJさ

せている部分と、比較的垂直方向から入れてF:ij転させている部分が観察される。者は首のま

わりと背中に認められ、後書は胸部から腹部にかけての束1]突に認められる。京IJ突痕の目fr面形は、

円形のものと正方形に近いプj形のものに分けられる。種類の異なるよ;呉を用いたものか、同一

の工具の用~ i方で上記の違いが出てくるのかは不明である。両腕はすでに欠失しているが、そ

の腕の付け根部分の断面の胎土を観察すると、煤が付着したように黒変している口この黒く変

色している部分をよく観察すると、関口から脇の下にかけて数条の「溝Jが走っているのが認

められる口乙のきs分の胎土の粒子は、組くなく平滑である乙とから「溝」は燃成前にすでにあ

ったことが窺われる。

@石器剥片(第47図 1~ 6 .図版 8)

1は、平安時代の竪穴住居跡 (SI02)の覆土中から した。主要剥離面のi両側縁iこ細かい

調整を行っている。最大長11.8cm、最大11I記4.8cm、最大厚4.8α7lを担IJるo 2は、

10.5cm、;最大11I温5.8cm、最大厚J.8cmを測る c 片側に 2筒所、反対担IHこ1箇月Gくぼみが観察され

る。 3~6 は、 LS56 グ 1) ッド出土で、いずれも自奈良面を残している。

S 1 0 1 竪穴住居跡(第48図~50図. s1J坂11) 

LT61 ~63、 MA62 合 63の各グ 1) ッドにまたがり、 S D 0 1と るが、 SD 0 1が新しし Io

方形プランを呈し、南西隅部近くの南側壁lこかまどが付設され、かまどの東側lこ貯蔵穴と思わ

れる地下式の張り出し部が検出された竪穴佐居跡である G 主軸方位がS

518cm、j1EjfRI]466cm、JじffilJ517cm、東{JliJ451cmで、南北向が若干長く、各壁面とも土圧のためか、

内傾していた。プラン確認出ーから床面までの深さは、南1J!iJ壁40--60問、西側壁30--40cm、北側

壁30~40cm、東fNl] J;;芝50~60cmを iJUJ る口埋土は17層 iこ分)吾された(18--24居はかまど内

ある)。床面は、よく踏み出められているが、南東隅部近くでは深さ65cmの方形プラン

る土坑が掘り込まれたあと埋め戻されていた。柱穴は各隅部と南去を除きお培下に等間Il話4

るように配置されている口南側壁下は、付属施設のため柱穴間隔が乱れている。南西隅

部を除き は、深さ 7~15cmの壁溝が巡っている。南側壁[11央からやや東側lζ11I弱Ocm 、

奥行70cm、高さ50cmの卵形を呈する地下式の張り出し部が付設されている。また、この張り出

し部と南西隅部との間にかまどが付設されている。かまどの両袖部には板状節理の自

にリにd



横沢遺跡
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Q) 5.0 

。4.0

71<糸レベノレ 75.885m

夜1

S I01竪穴{主居跡土層註記
1 黒色 i二 微細終止i特を多量に戸;む 黒色土 1 1T"iよりさらに多棋の粍石粒混入 3:黒色十一 終干i粒子カ¥
]層、 21醤より大きくなるが、混入量は少ない 4 時黄iWJ色土 やや多めのiiif品色仁粒誕へ 5 黒褐色!こ 草補色
I-J¥'i.少量混入 fi 黒掲色土 i支払j色 j..ブロソク11i人 7:J71持;J色…L i予イi1立混入 8 持機色 iて
9 :黄栂急上 少量の黒色土を含み、民地色一+.をブロック状に続積 103 黒色士 10b 黒色上
11 :累出色士 主'tf~，\色上粒、浮七ilt人 12 : H創立樹立"j'. サラサラの黄掲色j二位を多量に混入 13 : 

校と戸]!J¥ブロック混入 j賀乱か 15 : 
17 :暗黄市1色 j. 晴間色 i二ややめに混入、

第将図 5101 

て並べて芯材とし、そ いる。支脚にも自然石を使用している。煙道部

もって掘り込まれているが、 している。造物は

少なしかまど前面西側で後原可能な護形土師器l し

たにとどまる。 1はRP1とKRP5 したもので口 cm、現現21.2cmをはかる粘土紐

巻上げ痕の残る整形土師器である。外面を箆削りしている。胎土lζ多量の礁を混入し、にぷい

樺色を呈するが、腕部外面に煤状炭化物が付着している。 2 (KRP 6)は、胎土lζJ昔、粒を混入

し外面箆削り内面箆なで調整され、 lζぶし る

る。 3 (KRP 7) も2と向 され胎土lζ砂粒を多く混入し

56 
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る護形土師



一巳r

~一U十
円
♂
}

古
一
川
市 調;査の記録

7}:糸レベル 75.871rn

S T 01竪穴It!;Fi跡かまど 1-.1留註記
1 晴樹色七(lOYR %) 地山ローム塊を:(~"F混入する 2 淡黄色粘上(2.5Y %) 天井部及び袖部粘土か
3 :明黄褐色 L( 2.5Y %) 粘 iソj、峰、地山口 ムj鬼を若干混入する ，1 晴間邑-1:(10Y R%) 大;窃浮石を多景に
混入する s :桔褐色土 (10YR日) 慎一上/ト境を若 i二混入する 6 : BJHH品色焼土(5 Y R :'8) 7 : (こぶい亦掲
@.粘土 (5Y R %) 焼二上塊(埼状)を多量に混入する。(天Jj:下部熱変化部か) 8 褐色土 UOYR先) J曲山ロー
ム粒を混入する 9 :灰色B粘土(lOYχ) 天井部及び袖部粘か 10 : J五山色枯仁 ClOYJ{) 袖部粘土か 11 
:によ品、黄掻色粘土(7.5Y R 12 :にぷい黄権色 i二C10Y1ミ五) 1也山口ーム粒を多く混入する 13 :褐色粘土
( 7 .5Y R JiJ 14 :にぶL、黄持i色粘土(10YR 15 : 9に同じ

第特関 51む1竪穴住居跡かまど実澱図

器口縁部破片である口 4CKRP 1 )は底部外面の全面に大粒の砂磯が付着する護形土師器底部

破片である。

ヰ
。

3 

10cm 

第50国 5101竪穴住居跡出土土器実測霞
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描沢遺跡

S 1 0 2皇室穴住農跡(第51図~第53図@図版4i 

LS59、LT580 59、MA58静 59の各グリッドにまたがり、 SDOlと るがSDOlが新しい。

方形プランを乏し、南西隅部近くの南側壁にかまどが付設されており、床面iこ炭化物が厚く堆

積する竪穴住居跡である口主軸方位がS--8
0

-Eで、壁一長は南側382cm、西側414cm、北担Ij400cm、

東側406仰をはかる。西側壁中央から にかけて、 l く、張り出しが検出されてい

るが、これが当初の掘り込みプランであろう。プラン確認面から床面までの深さは、南側壁40
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S 10ω一一ノ、1..1./rilLjj'__L./E=-JU_LIJμ
1 黒色i二話示直 2・型色Jこ 11¥'5)より軽石粒の混入が多い 3 黒色 '\11仔i1的、混入し黒II~~が強い 4 
少量の軽石粒とロ-A邸宅入 5 :県出色土 少誌のローム粒と封切t経石粒混入 6 虫色土 ローム村
Y 7a:黄樹色上 ローム粒、塊と少量の軽芯粒混入 7 b :暗黄禍位二i二 7aよりローム域が少なく、{沙

質褐色土の混入円だっ 7c 暗黄出色 l二 砂質出色土を含むがローム塊が多く混入 7 d : 7 に黒色 l二位混入
8乱:i紫掲色ii少字i粘ト 8b 黒持j色土 黒色I_J立と{沙質粘 1:混入 9 黒制色土 少量ωローム粒混入 lOa :五日
掲色土 黒色 i二を主体として、少量のロームブロックと軽石粒を混入 10b 黒制色j二 ローム粒と'I!iイゴi.i1:を混入サる

第51函 5102竪穴住居跡実測函
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!..I2.つえ手 明ツ♀
"ヲ-刊IIJ問 V)βし2旬、

二".は14層

~60側、西側壁20~50cm、北側壁30~判明、東側壁50~60cmで、よく踏み固められている。埋

南北58cm、深さ51cmの方形された口

9 

i主主三
7!-，糸レベjレ76.531m 

G m
 

くの床面には、

S 102竪穴11日跡かまど土i語誌記
1 . ，問、褐色 1-， CI0YRJ{) 2 黒褐色 1.(10Y R汚 J也山口一ム*立を混入する 3 黒褐色上(lOYR 3.~) ?手
hh!:、J出山ローム1¥1.却を多吊に混入するじザラザラ ι1 県出色 i二(10YR巧)J由1LIローム塊を少量混人する 5 :褐色
干，1;-1'.( 7.5Y R対) i'，lj Lとi也山(li少官)ローム粒の混合 6 :!芸褐色上(lOYR ，~O 地山の砂宮ローム粒を多く i混入
する 7 黒r/ij色上(lOYR 8 によごい穏色粘 L( 7.5Y R J出LLIローム粒を混入する 9 :にぷい黄1音
色j二(10YR }";) 粘 L奇混入する 10:黒間住 1，. (1OY R 間的あり 5 ベササ 11 :暗赤褐色 L( YR予:il
焼上、地1116:b'ttローム粒を多量に混入する、ザラザラ

第52図 5I位竪穴住農跡かまど実謝国

の掘り込みが検出された。

と南側を除く 7 

れているのま には i福 11~22側、 j菜

さ6--10仰の壁溝が巡っている。西側壁下

五の床面l乙炭化材と く

るのが観察されたり南側壁LIJ央から南西隅

りに、かまどが付設されている。かま

どは、両袖部分を長円形に掘り込んだあと

手前の床面を幅70側、長さ70cmの隅丸万形

」で'
tご

してい

。 10cm 

存状況が悪いので不明であるが、

状に 3~5ω掘り下げている。両袖の掘り込み部 lこ当初自

第53図 5102翠穴住居跡出土抵石実測図

たかどうか、かまどの違

は芯材としての石は確認できなかった。また支!出を

59 



関沢J1H本

立てるためのくぼみも検出されたが、支舷[Jは確認できなかった。支脚用くぼみのあたりから煙

出子しに向って床面が急上昇する。遺物は少ないが、護形土師器服部破片の他、砥石1点 (RQl)

と (スクレーパー) 1点 CRQ2) くから出土している。砥石は軽石製で'4つの砥

面をもっている。

S 104竪穴住居跡 e図版 4.図版 g)

L(~55、 LR54.55、 LS55. 56の各グリッドにまたがり、右-Jf;;プランをし、南西隅部近くの

南側援にかまどが付設された竪穴住居跡である。主軸万位がS-120- E、壁長は南側 426cm、

~ (口

白 ~J RP 3 

iY 

e)9.5 

U4.5 

。19.5

水糸レベノレ77.200m

12.5 

2m 

S 104竪穴住民跡土!語註記

1 黒色土 軽石l'立を少最混入 2 出色 i二 ローム粒、塊を混入 3 : ~1~ i'~J色二L 2層よりローム波を多く混入
する 4 : I倍黄樹BL ローム大塊混入 ;) :黒出色土 ローム塊少量混入 6 : Il古賀7}，J色士 ローム粒多量混入
7 黒掲色土 粘土笠のこ!二を含む 8 : -tt'nL 

第54国 5I04竪穴住居跡実測図

西側452側、北側429側、東{RIJ432cmでミあるが南側と により内傾していた。プ

ハ
υ円。



たち 2本 調査の記録

20--26cllIをはかる。埋土は 7J露

ラン確認而から床面iまでの深さは南側壁20，.._30ι明、西側壁1O，.._15cm、北側壁1O，.._20cm、東側壁

された(7はかま 北西と北東隅音g

は、各階部と北

f 
¥ 

を除きょく踏み国められている。 IJljPi尾部は撹乱があり

7本が検出された。また北西部側床面に柱穴が散在する。

8 ~ 16cm、深さ 5~ 10cmの壁i者:が巡らされている。 北東間部床面に長径20cm

となっている。

*糸レベノレ77.090m

5 1 fI1 

S I04需穴i主席跡かまど u書註記
1 黒褐色士(10YR HJ 浮石粒混入、 wラザラ 2 黒褐色 LClOYR%) 浮石材、 j也111ローム粒混入 3 
にぷい赤褐色粘 L( 2.5Y R日) 4 黒褐色(7.5Y R五) 非常に堅い、地11Jローム塊若子混入 5 黄綾邑火
山灰 i二(7.5Y R.%l Jt包IljO-ム塊 G 明掲灰色粘土(7.5Y RH) 7 褐灰色粘土(7 .5Y R封')

第55G語 SIu4竪穴住居跡かまど実灘間

の白

が t部が崩壊し、

二i二している。かまどは、

く流れ出している。かまど付設部分の床面を 3，.._5伺掲り下げて

ら~~口 IJ\破片 (RP11l '1 ~ ミ〉。

りに付設されているり

(RP2"-RP6)と自

のくぼみも掘り込まれている。

またかまど流出粘j二中から羽口 2点 (KRPl、

6 )、

P7) より成形さ

、かまど中からも翠形土師器披片が出土したがその量は少ない口 1(KR 

り外面を箆なでしている。

は、

20.8 cm、現高12cmをはか

る。 2(KRP3) 

上げ1こより成形され裡

砂礁を多く混入し淡樟色~iこぶし

る。砂粒を多く混入する

かい口 している。~こぶし

けて糊状炭化物が付着している口

を桐部にもつ饗形土師器で、ある。外面を箆削り、内面を

る。 4(KRP12)と5(KRP13) 

2cm、 ハ
u
p
h
u
 

している。胎土に砂!擦を混入し、 lζぷし箆な

るカ玉、 口 ら胴上半にか

22.6 cm、 12.8 cmo 3 (KRP5--7)は、口径11.

は、護形土師器の底部破片であるが、底部外面の全面lζ砂粒が付着している。外面は箆削りさ

61 



出?尺i笠跡

れている。胎土に砂粒を多く混人し、 lこぶし る。 6 (KRP6)と7CKRP 

1)は羽口被片である。 している。 6 している。

lこ.. K;t 。。
ーρ

2 

、斗とフ?

5 
7 

。 10cm 

第56国 S I04竪穴住居跡出土土器・羽口実測図

S I 0 5竪穴住居跡 e 図版 4.図版 9) 

LS55 • 56、LT55.56のグリッドにまたがっているが、プラン確認時、 SK06土坑及び、SKI06竪

穴遺構と重捜しており、黄褐色地山ローム塊が多く混入するため、プラン確定が困難であった。

62 



第 2京 調査の言己主求

ベノレトでの確認により、 SI05→SKI06→SK06のJII買で新しくなることがわかった。北

と西側壁の北半分をSKI06構築時に自IJ平されているが、主軸位がS-61 E， 

{filj362仰 l、西{W]180cm (j住定330cm)、北側推定390側、東{filj336cmの方形プランを呈する。プラ

ン確認面から床面までの深さは、 阿部j壁20~25cm、東側壁15--20cmでt床面は

されるが黄褐色ローム塊の混入が多い。これは、よく踏み固められている口 i型土は 7屑

SKI06及びSKU6掘り込みに伴う排土が堆積したことに起因すると考えられる口柱穴は北西隈部

水糸レベル76.900m

2 : ~間色士 黄褐色十二境、氏褐色 L粒混入、 3 :暗黄褐色二上 黄撞色及び浅

4 : H音黄間色上 多誌の微小軽石村と黄禍邑士1せをiJ主人 ;)黒褐色|て tIt樗色十三粒少主主混入 6 

黒色上 少量のI降石粒混入 7 黒褐色!こ 少量の長掲色土位塊を混入 8 浅黄色 t 多量の微小怪石粒と浅黄色七

位を混入

第57図 5105竪穴住居跡実測図

を除く各隅部と回、北側壁下方lζ検出された。壁溝は検出されなかった。かまどは、南側壁の

中央から りに付設されているが煙道部によりその存在を確認できた。床面に掘り込

みや熱変化による赤色部分は認められなかった。遺物はかまど部分に多く し7こo 1は、粘

63 



横沢遺l?-，JJ;

Ocm 

第58図 5I05竪穴住居跡出土土器実測図
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~2 意調査の記録

より成7ちされた口i丞16.2cm、 14.8 cm、 7.7 cmをはかる護形土師器である。

に砂粒を混入し、にぷい撞色を呈する外市を箆首iJり、 ム している口

ら腕上手に煤状炭化物が付着している。 2は、 cl1壬21.2cm、器高30.6cm、底径 9.1伺

る。粘土紙巻上げにより成形され、外i語胴部下半と内面上半及び底部外面を

している。短かい きく外反しているが円唇は向但1からつまみ出して横なでし

とし している。胎十jこ砂粒を混入し、 iこぶし る。 3は、護

形土師器底部破片である口外面を箆ijljり、内面と底部外面には箆なでしている。胎土l乙砂磯を

多く混入し、黄櫨~~こぶい黄樟色を呈する。 4 は、砂粒を混入する粘土紐の巻上げにより成形

つハ門
ム;:i.i cm、

と底部外面が箆なでされている整形土師器である。口径19.8cm、

る口 5は砂擦を混入する粘土紐の巻上げにより成形され、

され、外面箆持IJり、

外面箆削り、内面箆なでされ口縁部が大きく外反する整形土師器である。推定口径20.6cm、現

高21.4cmで、 lこぶし る。 6は、 J昔、礁を混入する粘土紐を巻上げて成形した推定日

3.5 cnz)の鍋形土師器である。外面箆削り、内面を箆なでしている。任37cm、 2cm 

るが、外面底部lこは黒斑が認められるo

S K T 0 i竪穴住居跡(第59図 e第60図@図版4) 

LS53、LT52.53、MA53.54の夕、1)ッドにまたがり、南側壁の南西偶部寄りに、かまどを付設

した方;形フOランをも
。
るあで 3-11

0

一豆、壁長は南fNIJ497cm、西fNIJ43

6cm、北側480cm、東{~IJ448c1l1をはかる口プラン確認面から床面までの深さは、南部IJIO~20側、

西1N1J1 0~ 15側、北側15~20側、東側15~20cmで、埋土は 6 A語iこ分層された。 床面は小さな凹凸が

あるがよく踏み留められている G 床面中央やや北西寄りに縄文時代の上坑 (SKOのがあるが特

iこ貼床をしていない。 四隅と西側を除く うように、穿たれているが壁から離れ

されたが規則性はない。北!側日剖IjJg壁壁まま4の下方中央部から北西F隅再部までで=と

中央部から北東i偶:璃昌音部i日:近くまで

{担側H即則Ij壁壁今トaブプ方jの壁椅溝一上上宇方lにζは1申柑幅l匝届匡詰¥20c仰胃mCRN5幻) と3初Oc白仰胃m(RN 4) I惇享さ 2 --3 c仰mの炭化板材が直立立s して

し、たG 床面上ιも炭化丸太材 CRNl--3，RNI0)、炭化放材 CRN6--9、11、12)が出土した。

も

かまどは南側壁の中央から り されている。かまど付設部分の床面は 5--

7 C1l1不整形ι掘りくぼめられている。また、左袖部lこは、長円形の掘り込みがあり、

てられていたと考えられるが、右袖部には、芯材用の掘り込みが見られない。自然:七ーが支)闘と

して立てられている。かまど、構築土中と、かまど仁わから護形土師器破片が出土したが図化でき

るものはない口

S 1 07''&穴注目跡士幌北己
1 a . I禁色 j~ 少ilfのローム粒混入 1 b 虫色 i二 ローム粒塊多量混入 2 黒褐色j二 ローム粒多量混入 3 

a 掲鼠 i二 ローム校と少ほの焼↑二i'i}:及び炭化物混入 3 b :黒褐色|二 ローム校少量混入 4 : 1暗黄褐色士 ロー
ム粒と少:-r(のローム小1J¥l.混入 5 黒掲fu-t ローム粒と11奇褐邑砂質土混入
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横沢遺益事
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第59函 S107竪穴{主題跡実湖国

..0 

m 

m
 

と1二層註記
( 7.5Y R}i) 2 :黒褐色土(7.5Y R?{) i手五、ローム粒を多く混入する 3 : J天白色粘

土C10YR}{) 4 :fl吉掲色粘質 L(10Y R汗) 5:にぶい黄褐急粘 i二(10YRJ{) 地山口ーム1立を混入する
6 黒褐色土(lQYf{7f) 非常に堅い 7 黒褐色j二(lOYR7f) i手七、ローム粒を出入する 8 暗赤褐色土(
5 Y R){) 焼土塊を多く浪人する 9 にぷい赤褐色 1::.C5YRJ{) 粘土、焼七を混入する 10 : fl奇赤出色焼土(
2.5Y R){) 

第60図 5107竪穴住居跡かまど実測関
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S I 0 8竪穴住居跡(第61図~第63図@図版 4) 

五!IA51~ MB50951~MC50.5Hこまたカすり、 SKI09 

:ぉ 2章調査の記録

SK08土 SKF21フラスコ :1)¥七坑と重

り新しし 1

ム」γf」

る。これらの新!日関係については、 SK08，SKF21が縄文時代、 SKI09

S -10
0

- E、壁長は南側 502ω、西側422仰、されている。

北1H1J484cm、東側433cmをはかる万形プランを呈する。プラン確認面か までの深さは、南

側壁25---35clll、西部j壁20~30cm、北部j壁10~30cm 、東{HIJ壁20~30仰をはかる。埋土は、 8 層 lζ

された口床面はSKF21と る部分で一度掘り込みが行われたあと埋め戻して上部に貼

G 

12.8 

L，./ .~ζjレ

S I08零穴作J(lf跡 1-屑誌記
1 黒色!二 軽石校多量混入 2 黒褐色土 やや多!立の軽石1をと少毘の黄掲色上位、上海混入 3a 黒褐色 1'. 黄
褐色u鬼少量混入 311 黒褐色仁 黄掲巴j二位j究を混人 3 c 見出色!こ 多景の黄褐色 t:bi:、 i鬼を混入 3d 
H青持褐色…上 持掲色卜一大l鬼を混入 3日:黒褐色トー 黄褐色上位、塊と少量の I~] 色 *1占 Lを混入 3 [黒褐色土 やや
多誌のfrl褐色 i二校、境混入 3尽:黒褐色 i二 多i立の黄褐色 1..位、境混入 4 a 黒色 i二 粍イゴ粒と黄掲色士塊を混入
4b 黒色 i二 5 : '禁色土 黄禍色 i二*立、 i鬼少i註混入 (:i臨占L 7: Il音黄褐色土 多最の持掲色|二1*混入
8 黒褐色 L 黄褐色 1-.少没混入

床、 SK08と る部分

第61国 5108竪穴住居跡実測罰

の軽石が混入する黄褐色土が充填されている以外は、小さな
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横~n遺跡

⑧ 

y 

水糸レベル 77.168m 

o 1m 

2 5 

S 108竪穴住居跡かまど土!量註記

1 灰白色枯七(5 Y]4) 地!LIローム杭塊を少i誌混入する : j長持褐色十 (10'1・j{92') J也山口ーム付与Lノト市人
する 3 :以白色粘土 (5Y沼) 4 黒褐色土(lOYR.3:Il 地iJJローム位を少量混入する 5 : 11月永福色由主{

2.5Y R%) 埼質化した塊を王寺む 6 にぷい赤褐色地上(2.5Y R 粘が多い 7 民黄褐色粘 L (lOY 
RYz) 地上塊.J曲111ローム濯を混入する 8 黒色二i二(lOYR汽 明くしまっている 9 児褐色土(lOYFl引)
地山ローム塊を混入する 10 :黒褐色 i二(lOYR克) 地111ローム粒、組を多く混入する 11 :融問色j'r~ jて(lOY
R.%) 12 : Il音褐色土(lOYR九) 地1I1ローム位、濯を多く混入する 13 :控色粘土(2.5Y R見7.-!¥変化した粘
土 14:にぶい段色粘土 (5Y R心 熱変化したもlij-， 

第62国 SI08竪穴性居跡かまど実j期間

凹凸は見られるがよく踏み回められている。柱穴は山間部と各壁面下方lζ穿たれてし九る

は検出されなかった。かまどは南側壁の中央からやや南西偶部寄りに構築されている。かまど

部分の床面は緊穴掘り込み段階で、傾斜をつけて残されているむ両袖部分と支脚設置きs分を長円

形に掘り あと、前面と右袖部外{!lIJをi隔90cm、奥行 130cmの路長方形に 2~ 5 cm掘り

ている。芯材と架橋材になる石材は出土しなかった。煙出子し近くのj底面iこ怪20cm、深さ 3cmの掘

りjるみが認められる。遺物は、床面上から縄文n与代の板:伏 1.'.偶 (RP6) 1点と J雨23片、

かまど中から護形土師器破片が出土したが量的には少ない。 1(RP 1イKRP1) は推定口径

16.6cm、現高10.6cmで粘土紐巻上げにより成形され、口縁部lこ1条の沈線状箆なでのある

土師器である。外面は箆なでさ る。 2 (KRP 2)は細砂粒を多く混入する粘

土紐を巻上げ成形した護形土師器でミ推定口径22.6cm、 9.1 cmをはかる。外面箆なでされ淡黄

る。 3(RP10)は、 径12.2cm、 6.3 cmをはかる整形土師器でlこぶし

るが内面l乙指腹の圧痕がみられる。外面糊状、内面煤状の炭化物 している。 4
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~2 空調査の記録

2 

1 
4 

3 

第63思 S108竪穴住居跡出こと土器実測図

(RP 4)は砂磁を多く混入する粘土紐を巻上げて成形したもので口縁部が内反気味に立ち上る

る。淡1登色~浅黄擾色を呈する。

S 1 1 3竪穴住居跡(第64"-'第66図 e 図版4) 

MD46 • 47、ME46• 47のグリッドにまたがり、北東隅部がSKF26フラスコ状土坑と重複して

確認された方形プランを呈する竪穴佐居跡である口主軸方位S-60-E、壁長は南側368側、

西側340cm、jヒfRIJ388cm、東側374cmをはかる。プラン確認面から床面までの深さは、南側壁5

~20問、西側壁] 5 ，..... 20cm、北側壁1O~14側、東側壁 4 """lOcmで、埋土は7層lこ分層された。床面

はよく踏み固められている。柱穴は 7ケ所lこ検出されたが、規則性を認めない。壁溝は検出さ

れなかった。かまどは南側壁中央からやや南西隅部寄りに構築されている口壁下方i乙幅42cm、

長さ 152冊、深さ 8仰の構状の掘り込みと右納部lこ111量15cm、長さ45cmの長円形の掘り込みのタL

かまど構築のための掘り込みをしていない。袖部は粘土のみで作られているが天井部は

板状節i阜の石材を架構材として使用したらしく折損して残っていた。

遺物は、床面 jてから る羽口破片 (RP4、Rrvll)、内耳土器の耳部 (RP6)

形土師器 (RP1 ， 2、5、7、8)の{也、用途不明のごと製品 (RP3)が出土し、かまど粘土 kから

羽口小片 (KRP1 )、髪形土師器口縁部破片 (KRP2)が出土した。 1(RP7とKRP2の接合)

は、推定日夜21cm、現高 8.3cmで:胎土iこ砂磯を多く混入する盤形土師器である。外面箆詰IJりの

あと指なでしている。暗灰黄色を里する。 2(RP6)は、内耳土器の接合部で剥落した耳部破

片である。粘上紐2本を合わせて左撚り後箆自IJり整形している。 浅黄櫨色を呈する。 3、4(RP

3 )は、蝶ネジのような形態を呈する である。 る。
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横沢遺跡

てT

35.5 

a 
RP 2 

。14.6 。29.5 ~RP 3 

7].く糸レベノレ77.600m
符}

S I 
1 黒色士 #~~上. Htfl紗~ .ローム !H\~混入 2:!芸f品位伝 ローム f\!)\~i昆ノヘ :3 :!:J( 1'-1色村lトー かまともIj+. :1 
:黒掲色1-. ローム六域混入 5 灰i守色村i+. 口ーム校混入 6 哨 ~I'if.島区:上 ローム塊混入 7 撹乱

第64図 5 I13竪穴性居跡実溺菌
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高2市調査の記録

水糸レベル 77.51Om
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m
 

第65国 S 1 13竪穴住居跡かまど実測関

uv 。?
3 

2 

B
4
 

9 IUcm 

(2) -土坑

第66国 S 113竪穴住居跡出土土器等実測図

S K 1 0 3竪穴遺構 -図版4) 

して検出したが、 SDOlが新しし 1

とも胴張

LS58、LT58のグリッドで、 SDOl溝状遺構

は、北側252cm、東1~IJ267cm、南但IJ246cm、西側259cmをiJl1JるN-130-W 

りがみられる。プラン確認面から床面まで‘は30~35仰の深さがあり、埋土は12n露 lζ分層された。

床面は、ゆるやかな凹凸があるが、よく踏み閲められている。北側壁中央の下方には、長辺90

cm、短jll74cm、深さ30cmの略方形の掘り込みが検出された。 遺物は、床面lこ数点の自然石が出

したにとどまる。
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構沢遺跡

8 K ] 0 6竪穴遺構

(第68図 e図版4) 

L856、LT56、MA56のグリ

ツドで8I05竪穴住居跡.SKO 

5土坑 しているが、 8I05

より新しく、 8K05より古い。

プラン確認時、地山ロームの

大塊が多量に堆積していたた

め、平面プランの確認が出来

}斗こ、

9、 してしま

った。長軸方位N-61

は、北西側 506側、南西

側414cm、南東側現長 174cm

(推定510cm)、北東側 280

仰をはかる。略台形プランを

る口プラン確認面から床

面までの深さは、 1O~20cmで

あるが、床面の凹凸が激しし

柱穴類似のくぼみがみられる

が、掘り

81く10 9竪穴遺構(第69図 e 図版 4) 

るが、 8I08埋土を掘り

E、

持
)

'¥'¥ 

水糸レベノレ76.700m
。 2m 

S K 103竪穴遺構 L層註記
1 黒色 j~. 少邑のローム粒、 fj'削除i窪石粒を混入 SOO1の思土 2 黒
福131ニ ローム粒、 i索、軒石*[1]粒を混人 :3 a 黒福色11 ローム塊と軽石
粒を混入 3b 黒褐色一iニ ローム粒と微細軒石を少量混入 3 c 黒掲
色土 4 黒褐色土 ローム納1誌を多く混入し、微細軽石を部分的に混入
5 黒褐色上 41語よりローム粒の混入が多く、微納軽石を全体に混入
(i黄褐色+. 壁の崩落上 7 :黒褐色土 ローム細粒を少量含む 8 a 
:暗黄濁色トー 黄褐色士、少量のローム塊混入 8 b : U音黄褐色士 焼土塊
を混入 9 黒褐色トー 少号のローム校、焼 i二位を混入

第67国 SKI03竪穴遺構実湖国

と思われる。遺物は しなかっfこ口

MB51 e 52、MC52のグリッドにまたがり、 8108怒穴住居跡

込んで構築しているので、 SKI09が新しい D プランが明確でなかったため、 8108埋土

l土、

掘り込み部分(南側壁部分)を掘りすぎてしまった。北側捜長354cm、東側壁現長296cm、西側

プランそのものが不明確であるが、 210 cmをはかる。プラ ら、床面までは

しなかった。

約20cmで=あるが、凹凸が激しい。また、

8 K 0 6土坑(第70図 e図版 4)

このため、柱穴と判断できるものはない。造物は出土

L856、LT56のグリッドにまたがり、 8I05竪穴住居跡・ 8KI06竪穴遺構と しているが、土

層堆積状態の観察により8I05竪穴住居跡→8KI06竪穴遺構→8K06土坑と新らしくなることが確

認されている。長軸方位N-620-W、 は北東但IJ207側、南東側136側、南西側 222側、北

西側156cmをはかる。長方形プランを呈し、

72 

プラン確認面から底面までの深さは80~90cmで=あ



::TI章調査の記鈷

~「争

71<:糸レベル 74.9S0m む 2m L一一

第68函 SKI06竪穴遺構実測図

に
j
f
j

~ 

る。

る。遺物は出土しなかった。

7]<糸レベノレ77.000m
m 

第69悶 SKI09竪穴遺構実測図

lζ分層されたが、 2~5cmで白頭山起源の所謂苫小牧火山灰で、あ
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十品i尺j註跡

ーよ，.

水糸レベノレ76.900m

事当

第iO図 SK06土坑実現4図

3 時期j不明の遺構

SD01溝状遺構(第71区J)

δK06IJ/L U言lttt己
9 黒色 L þL誌の!J(~百牝;Jt
人 10 :苗褐色 i三 品一?昌也|て
1I\!.と粍石域 il~ 人 11:悔j必色
手足の微細軽石村混入

12 :嗣J火色 i二 多誌のi般市|帥王石
混入 13:黒色 L 税五を
多く混へ 14: i支持色 L シ
1[.，ト J買の大111))( 15 : :j~J白色

上 163.褐灰色|ょ経石を
多く f琵人 1GL 椙山色 1.. 
民間色仁枝を多く混人 16じ
:渇灰色 i二 1)( I'J色1..*'1:の出ノヘ
が多い 17 : J五(]色枯雪上
18a : J長内色li't質 1-_ 18h 
: J売1'-1色砂I"I:t 18c灰白色
{沙質 I~_ 19a 黒褐色 i二細
砂粒と若 rの葉掲色 U'I[:混入
19b 黒褐色士 '1珪五位少浪:
iJ:E人 20 : 11音茂褐色 1.. 員掲
色iソj、i鬼混入 ど1:黒褐色 k
li少位少量混入 22 :褐色 l二
少量のli少粒とやや多量の'Il主石
粒混入 23a 黒褐色t 多
量の砂粒とやや多量の軽石粒混

入 23 b 黒褐色一i二 24 
黒褐色!二 灰白色粘質土粒混入
25 :黒色 1--. 黄褐色ヒi吐と

砂f立を少早i混入

LS57~位、 LT57~64のグリッドにまたがり、長さ 28m 、 IIJ 1ì\ 40~80cm、深さ 5 ~ lOc771の溝状

遺構である。 、。]型士は、ローム粒の混入する黒褐色一仁であるつ SIOl• 02各竪

穴住居跡、 SKI03竪穴遺構の埋土 iて面を掘り込んでつくられているのでこれらより新しい。

SD02空堀 • I耳目え 7) 

MD43、ME42• 43、MF'43• 44のグリッドにまたがり検出された空取である。現況で

る台地を南北lこ るように浅い帯状のくぼみであることから、!と巨堀ではなし 1かと思わ

れていた。また、現農道関口1]前は、この帯状のくぼみが道路として使用されていたというむ

上幅350~370側、深さ :330~380cm 、 ド底l福20"""'30cmの桔薬研状を呈するが、北側側面の中

間に箱薬研状の溝を有する口この溝の南側立ち上り部分は、崩壊しているが、埋上巾にそのま

ている(土層B)ことから原形を推察することができる。地山がシラスであることから、 I~I~ /Jえによ

り開問IJ時よりも深く開析されている可能性がある。調在した長さは、 730cmで‘ある。

S D02ヤ桐 1-1¥計1:記
1 明掲色f二 暁褐e.L1'立1鬼 2 黒褐色 L やや多lifのiザl褐色 i二位混入 ;:3 a ::法制位卜ー 少i誌の11月褐色|二l'立と o'f
E. L1'立を混入 3b 黒褐色 i二 少i註の持色 i二位と'[l主石粒を混入 3 c : :.l~掲色 j二 少の黄色 jJ立i鬼と軒干こj仕を混入
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第71図 SO 01溝状遺構実測図

:五{~I= 1~1司奇の記対
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第72国 S002空堀実測図
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横沢j車跡

3d 黒溺色+- 持鴇色日立と0'i色 1-.*'1ーをやや多く混人 4a 黒思 I~. 持褐色土}.)51!.をややくim人 4 b 黒
色iて 少量の黄褐色+J'¥'[JJ1!.混入 4 c 黒色 k やや多量の微*[日持褐色 iてl'立と少誌の同位収を混人 4d 黒色仁 少
f誌の黄禍色 !-.f立と褐灰色上村を混人 4 e 黒色 1-. やや多浸の掲!火色 1-.粒を混入 4 f 単位 i二 少量一の掲l火恒目立
をj昆人 5 a : II者黄色 k 黄色土佐j棄を混入 5 b : Il苦盈色 k やや多量の員色 i二位1鬼と少電の黄褐色j二慌を混入
5 c 黄色十 5b 黄色士 黄色土料と褐灰色十干立をやや多く混入 6 a 硝黄間色一1-. 掲灰色一日立をやや多く混入
6 b 読褐色土 少量の福灰色土粒を混入 6 c 員出色 L 6 d :長褐色土 詰褐色土粒と向!沙質七を多量に混

入 6 e 黄褐色士 黄褐色士小塊と出灰色七を混入 7 :掲色十: 少績の黄尚色+.f¥'i.と軒石を混入 8 a 悩灰色
七 少需の青白色砂粒と鴇色上牧i史を混入 8 b 掲灰色!て やや多王者の青山色li'j.lf古を混入 8 C : f，¥j灰色 L 多量の
青白色砂1立を混入 8 d 出灰色土 多量の焔灰色上位塊、少患の青山色砂粒塊を混入 8 e 間灰色士 8 f 褐
灰色 i二 砂粒と黄出色土小腹を混入 8 g :褐灰色砂'i11上 出灰色上粒と青 I~I 色砂粒がほぼ同量混入。ザラザラしている
9 a 青白色砂質土 少量の黄掲色土を混入 9 b 青白色砂質土 やや多量の掲灰色土粒を混入 9 c 青日色

砂糞土 多量の掲灰色土校を混入 A: 青白色砂賀屑と掲色土偶又は関 i吏 I~:l 土屑が交互に積み重なったi也山屑 B:A 
の地山層が崩落したもの

第 3章ま と め

本遺跡で検出@出土した遺構 e遺物については前章で述べたが、本章では若干のまとめと問

題点を述べてみたい。

縄文時代

竪穴住居跡、について

中期後半の所産である SI 14竪穴在居跡1軒のみであり、しかも く自Ijり政ら

状態はよてないが、馬蹄形の石田炉について、更に述べてみたい口遺構の遺存状態の悪さから、

単純な炉か、複式炉か判断できないが馬蹄形に東側に開いた尿面をみると、出IJり取られたもの

とは異なる傾斜角で落ち込んでいく

と、複式炉である可能性がある。

される。これが前庭部の掘り込み部分だとする

土坑について

土坑6基とフラスコ状土坑25基を検出している。

台地の一部を調査しただけであるため、 おける は国難である口

はSI 14竪穴住居跡の周辺に散在するもの (SKOl、位、 07、08)と、 出世

れて位置するもの (SK 0:3、04)tこ分けられる。いずれも住居跡との関係は不明であるが、時

期的には中期後半に位置づけられるものと思われる

フラスコ状土坑については、いくつかに分類することができる。ここでは、底部ほぼ中央に

ピットを有するかどうかにより される。 ピットを有するものは、 25基中]1基と

くを数える。底部ピットを有する例は、萱刈沢民攻、館下 I、杉沢台などの各遺跡、で推認され

ているものの、その機能については特定されていない。 も、底部ピットの機能に

ついて明らかにし得る られなかった。 1J基のフラスコ状土坑の底部ピットを観察する

と、深さが4，..._，16cmといずれも浅く、逆木を立てたものとは考えにくい。むしろ、
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第 2表 フラスコ状土坑一覧表

遺構名 平面 jf; 断面形
頚部の 士見 模(岬

:底の部有ピ 無ト
底部ピットの規模 bnl 

出土遺物有無 !こ} f歪 深さ 1底 f圭 里見苦IS径 口径 i菜さ鼠 f主
トー恥

SKF 楕 i可Jlラ フラスコ形 有 188><204(1'剖 9 ] 203x246 132><J76(樹 無

Pi )]ラ フフスコ形 j摂 27 3 1 SKF 3 71x66 147 161X165 有 43x39 16 
楕円形 フス ff;~ 有‘SKF 4 146x176 159 127x131 71x66 有. 32 x 3 1 9 1 6 1 6 

SKF 5 円 形 プラス }日 手j 128x141 194 198，<197 96><90 有 44><43 1 2 24;<24 土器、石器
SKF 6 楕円形 フラスコ fE:;: 自4 107><129 167 152~<151 58><63 有 31><31 4 24 23 
SKF 7 楕fIjJjラ フラスコ形 自由 98x90 86 79x79 61 ><65 有 25><21 9 1 9 1.5 
SKF 8 

ト

自ー 土器円形 フラスコ形 135x138 156 180x181 120:<104 艶

S S K K F F19 0 
p:j n; フ 庁3 有 128><118 66 163x172 119><114 無 土器石器
p:j 形 フラスコ形 高 125(t~É) X118 1621 160X165 90:<80 有 36><39 1 5 23 23 

S K F 11 構内形 ブフ 形
無有
97><79 116 156>q59 66:<56 有 38x36 1 0 29，<28 

S K F 12 I 円

形

フラスコ形 69 ><6 7 100 157x153 有 20::<:21 8 I 13x14 
rS K F 13 P=J フフ

1烏言- 165併WX162 156 
213><231 165(問:<163 髄 土器、石器

S K F 14 P=J 7lラ づ 形 149::<:144 11 2: 1:32x129 99><83 組

S K F 15 Pi 形 フラスコ形 有 175::<:162骨出ド:;172x165 156x137世嗣 銀f 土器ートー
S K F 16 円 jf; フラスコ}E:， 有 85:<97 191X190 82><92 無

SKF 17 楕円形 フラスコ形 1寄 178:x:127 82 136><87 80x78 盤 土器

S K F 18 円 ビーカー形 (有)※ 238::<:226 140 205x163 188x168 無

土器石器SKF 19 pj 7杉 ビーカー形 (有)※ 183><192 124 169x175 159:<167 無

S K F 20 円 1杉 フラスコ1杉 有 87:x:90 157 167><139 87>c77 組-

S K F 21 pj 形 フラスコJf?， 有 65x62(1'出 91 165x135 76><75母国 有 27x28 7 ] 2 x 1 2 
S K F 22 円 ff; フラスコ形 有 91x84 157 135x131 76><7J 有 26x25 4 J 6 14 
S K F 23 pj 庁三 フラスコ形 有 100><83 141 129x143 85x65 有 30::<:28 5 13><16 

}f; S K F 24 円 ピーカ b形庁3 (有)※ 145>::148 126 135x133 120>n26 無

構円形 ビーカ (有)液 126:<158 75 100x91 108:<118 艶 土器石器

K F 26 円 形 フラスコjf-; i在E 70 (推定) 58 99x113 知t 二b~*

制
ω

冊

~、3
--:] ※(有)……頭部というよりむしろくびれのある場合。

比
内
什
丸
U



1椅i尺j立11'あ

第 3表 土坑一覧表

I~)í' 由形

益じZ活tコ

SK 

S K 0 3 

o 4 
SK o 7 楕円形 1 1 2 8 9 28 

S K 0 8 円 形 132x120 2 1 

出入のための昇降施設に関するものと考えたほうが、より現実的と思われる口

フラスコ状二i二坑の埋土で特徴的で、あったのは、灰白色粘土、黄樟色土の)1出こ堆積していたこ

とであったのこれは池山の堆積のちょうど、逆の状況を示している口このことから他の士坑を掘

る時に出た土の捨て場として既存のフラスコ状土坑が利用された可能性がある。

出土遺物について
(註1) 

縄文時代早期の員殻文の施文された尖底土器は、米代川流域では鹿角市一本杉遺跡、大館市
(註2) (~主 3)

鳶ケ長根W遺跡、野沢岱C遺跡で出土しているが、 3遺跡とも米代川右岸iこ位置しており、左

らの出土例は本遺跡が最初である。

IVI B 51グリッド (SI 08床面)から出土した板状土偶は、土偶製作技術のすおを窺せるにト

分な内容をもっている。脇の下から肩にかけての滞状の痕跡は、脇の下から肩まで貫通してい

る孔である。類例としては、鹿角市天戸森遺跡出土のもので、脇の下から肩まで貫通する孔と
(註4) 

頭部両端にも孔を有する口製作時lこ脇下からj討に禾本科植物の茎を埋め込み、焼成したもので

ある。断面に付着している蝶は、そのことを示しているのこの貫通孔は紐を通して土偶を吊り

下げることを目的としたものか不明であるが、もし吊り下げ用で、あれば土偶祭式にかかわる問

題として類例と比較段討する必要がある。

文様施文後に乳房を鮎り付けているが、本例では、貼り付け後lこ文

様を描いており逆である口

文践については、 されず、沈線と刺突によって構成される。

平安時代

竪穴住居跡・竪穴遺構について

7 検出し A:規慎 B: C:かまど形態 D:壁溝の4点から

分析してみたいo

A:規模 7軒の竪穴住居跡の規模は、次の 3つのグループに分けることができる。 A-
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;奈 3章まとめ

1 :長方形を旦する比較的規模の大きな竪穴住居跡で、 01、07、08がこのグル プである口 A

2 :方形を主:し、中規模な竪穴住居跡で'04が相当する。 A-3:方形を呈し比較的小規模な

竪穴住居跡で0') 問、 13がこのグループである。

B: 4つのグループに分けることができる口 B 1 

される竪穴住居跡で01、07、08が相当する口 B

4等分するよう

2 :柱穴が各隅部と

|ご方lこ配置される竪穴住居跡で02、04、05が相当する。 B… 3:柱穴が各隅部に配

置される竪穴住居跡、で05が相当する。 B~4 :柱穴の配置に規則性がみられない竪穴住居跡で

13が相当する。

C:かまど形態 かまどの構築にさいして住居床面の掘り込みの有無、掛り込みの規模に

より 3 つのグループに分けることができる。 C~l かまど構築にさいし、床面を掘り込まな

い竪穴住居跡で05 、 13が相当する。 C~2 :かまど本体部分のみ掘り込むグループで01、04、

07が相当する。 C 3:かまど本体部分と焚口部前の床面も掘り込むグループで02、08が相当

する口

D:樫潜 壁下方に掘り込まれる溝の有無、溝が-Jsまたは大部分lζ存するか、部分的か

により 3 つのグループに分けられる。 D~l :溝がない竪穴住居跡、で05 、 13が相当する。 D~

2 :溝が一巡または大部分に存するグループで01、位、 04が相当する。 D-3:溝が局部的に

符する竪穴住居跡で07が相当する口

以上の個別分類の結果から相関関係を求めると、 1 が柱穴 B~l と関係が認められ

るだけであるD という面からみると、規模A 1グループであるOL07， 08は

ラン(モデュ -1レ)に基づくように推察される。 10] じようにA~3 も同じモ

デュールで掘り込まれているように推察される口この住居モデューjレの問題は同時存在あるいは

変造なのか詳細に検討しなければならない。 SI02の床面lこ穿たれた方形の掘り込みは、貯蔵用

器を入れるための土坑ではないかと考えられる口これについてはSKI03竪穴遺溝の掘り込みと

SI01、08の床面の「埋め民しJ部分もその可能性がある。

竪穴遺構としたSK 103、郎、問、 09のうち06、09の2軒は、竪穴住居跡より新しい時期

のものであるが、上主土がj出山ローム塊であり、遺物が全く出土していないためその年代につい

ては不明である。 SKI03は、かまどの付設されなlい緊穴住居跡あるいは竪穴倉庫のようなもの

かとも考えられる口

火山灰について

SK06土坑の埋土rjJに堆積していた火山灰層は、山本郡八森町土井遺跡第2号・第4

居跡で時認された朝鮮民主主義人民共和国(北朝鮮)の白頭山を噴出源とする所謂百小牧火山
(詑5) 

灰層と向ーのものである。この火山灰の噴出年代について近年10世紀前半・大湯浮石(十和田
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横沢遺跡

α降下火山灰)降下後あまり

から、 SK06土坑と重複関係にある

う年代観が与えられる口

時期不明の遺構について

降下したと考えられるようになってきたりこのこと

少くとも10世紀前半以前とい

SD02空堀の形態は、青森県南津軽郡大鰐町砂沢平遺跡第 2号@第3号堀lこ類似するものであ
(註6) 

る口砂沢平遺跡、は、古代と中世の遺構が検出された館跡であるが空堀の関口IJ時期は明確ではな

い。舘跡という名称は、中世を想起させる用語で、不適当と思われるが、このSD02空堀の形態

は、館跡の防御施設としての機能をもっていたものと考えられる。開削時期を明らかにする根

拠がないため時期不明の遺構としているが、横沢遺跡の所在するこの独立丘が所謂館状地形を

呈しているとと、中世的遺構・遺物が持無であることからこの空堀の時期を竪穴住居跡群と同

じ平安時代と想定することもできる口

横沢遺跡調査の成果と課題について

わずか 1，390rrfの道路予定部分のみの調査であったが、大館盆地内において米代川左岸から

縄文早期の員殻文尖底土器の出土は初めてのことであり注目されよう。また白頭山起源の苫小
(詰7) 

牧火以灰層については、大湯浮石降下後の毛馬内火砕流、所謂シラス洪水との関係で検出は難し

いと思われていた。この火山灰が確認できたことから広域的な遺構 e遺物の対比が可能となる。
あざきり

また、舘跡との伝承や、字切図lと館跡関連地名も残っていないが、横沢遺跡の所在する独立

丘が館跡、である可能性がある口ただし、その時期を前述の通り中世に必ず、しも求める必要はな

く、古代の壁塁集落的館跡と認識することができる。この点については今後資料の比較検討が

なされねばならなしL

註 1 秋田県教育委員会 「一本杉遺跡Jr東北縦覧自動車道発掘調査報告書官』 秋田県文化財

調査報告書第99集 1983 CrI日平日58年)

註 2 秋田県教育委員会 f鳶ケ長根IV追跡Ju国道 103号線バイパスT.事関誌遺跡発掘調査報告

書』 秋田県文化財調査報告書第84集 1981 (昭和56年)

註 3 秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図』 1976 (昭和51年)

註 4 鹿角市教育委員会 『天戸森遺跡発掘調査報告書J 鹿角市文化財調査資料部 1984 (昭和

59年)

註 5 秋出県教育委員会 f土井遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第 111集 1984 

(昭和59年)

註 6 青森県教育委員会 『大鰐町砂沢平追跡』 青森県埋蔵文化財調査報告書第53集 1980 (昭

和55年)

註 7 平山次郎・市)11賢一 11 ， 000年前のシラス洪水~発掘された十和田湖伝説~J 『地質ニュ

ース』第 140号 1966 (昭和41年)
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図版1 遺跡周辺の航空写真 (昭和61年10月27日撮影)
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